
 
 

令和元年 

地域とともに 
 

地域に根ざしグローバルにはばたく工学部 

◆中高との教育連携 

◆高大連携 

◆地域連携           

 

 

宮崎大学工学部 

 University of Miyazaki, Faculty of Engineering 

 



1 
 

 

 

「令和元年 地域とともに」の発行にあたって 

 

工学部長 横田光広 

 

日本は技術立国を目指して産学官が連携して取り組んできました。最新テクノロジー分野では

日本は先頭集団で頑張っていますが、製品の量産においてはアジア諸国の台頭が目覚ましく、日

本経済に影響を与えています。一方、現在は、新しい知識・情報・技術が政治・経済・文化をは

じめ社会のあらゆる領域での活動の基盤として飛躍的に重要性を増す知識基盤社会の時代である

と言われています。特に、イノベーションの創造、グローバル化への対応、チーム力の強化など

が求められています。宮崎大学工学部では、知識基盤社会の中でたくましく生き抜き、地球環境

と共生できる科学技術の創造と、それを担う人間性豊かな人材の育成を目的した教育を行い、産

業界に送り出しています。 

将来の科学技術を担う子供たちを育成するためには、子供たちに早くから科学に関心を持って

もらい、理科が大好きな少年・少女を育てることが必要です。工学部では、子供たちが科学の素

晴らしさやものづくりの楽しさが体験できるようなイベントを毎年多数開催しており、子供たち

には「アドベンチャー工学部」、中学生や高校生には「青少年のための科学の祭典」、「テクノフェ

スタ体験入学」、「宮崎県『みやざきサイエンティスト育成事業』：宮崎サイエンスキャンプ」など

やスーパーサイエンスハイスクールへの協力を積極的に行っています。また、本学部での教育研

究についてのご理解を深めることを目的として、高等学校や工業高等専門学校に本学教員が出向

いて行う「出前講義」を行っています。 

地域の技術者の育成や企業の活性化に貢献できる行事として、地域の技術者も参加できる講

座、実習の開講、産学連携事業なども展開しています。 

本冊子は平成 31年度（令和元年度）に工学部が地域の皆様と取り組んできた各種の催しや活動

を紹介するものです。本冊子に掲載されている様々な取組みに積極的にご協力いただきました中

学校や高校の教員の皆様方、宮崎県や地域の産業界の皆様方に心から御礼申し上げます。また、

これらの取組を企画、実施していただきました工学部教職員や行事のお手伝いをいただきました

学生の皆さんに感謝いたします。 

工学部は、これからも我が国の基幹産業を支えることのできる国際的に通用する専門技術者の

育成や宮崎の地域特性を活かした研究などの推進に加えて、地域の活性化や技術者を目指す青少

年の科学への動機付けなどを積極的に進めてまいります。 
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１．来場者数：【１１月１７日：２３７人】 

参加高校：県内２２校 

 飯野高等学校、五ヶ瀬中等教育学校、小林高等学校、佐土原高等学校、高鍋高等学校、妻高等学

校、日南高等学校、延岡工業高等学校、延岡高等学校、日向高等学校、鵬翔高等学校、本庄高等

学校、都城工業高等学校、都城西高等学校、宮崎大宮高等学校、宮崎学園高等学校、宮崎北高等

学校、宮崎工業高等学校、宮崎第一高等学校、宮崎西高等学校、宮崎日本大学高等学校、宮崎南

高等学校 

  

２．事業実施内容 

工学部テクノフェスタ体験入学は、県内外の高校生に宮崎大学工学部を広く深く知ってもらうことを

目的に、毎年清花祭（大学祭）の日に合わせて工学部地域連携委員会が企画運営している。今年度で 21

回目の開催となり、2019 年 11 月 17 日（日）に実施された。 

本事業では、工学部の 7 学科（環境応用化学科、社会環境システム工学科、環境ロボティクス学科、

機械設計システム工学科、電子物理工学科、電気システム工学科、情報システム工学科）が、それぞれ

特色ある講義と実習を企画し、高校生に希望する企画を体験してもらい、各学科の教育・研究内容と工

学の面白さを知ってもらうことをねらいとしている。また、高校生が進路を選択する上で少しでも参考

になることを期待して実施している。 

 

事前に参加申込案内を県内高校に郵送配布し、22高校から 237 人の参加者があった。昨年度は 179人

の参加であったことから広報の効果があると考えられる。 

 当日、高校生は農学部 L206 教室での入学式に集合し、本学新地辰朗副学長からの歓迎の挨拶と、本事

業の概要の説明が西岡 賢祐広報・地域連携委員会委員長からあった。その後、会場を工学部に移し、

工学部の各学科の担当教員から 90 分間の模擬講義があった。午後は、温度を感じて変化するヒドロゲ

ルを合成しよう、焼却飛灰の安全な処理、AI とロボット、紙飛行機の製作、物と光と電子を繋ごう、Ｌ

ＥＤフラッシャーを作ってみよう、対話型証明システムなどの各学科の研究内容を体験する実験・実習

（午後 90分間）を受講した（下記の写真を参照）。また、実験・実習は、多くの学部生・院生の協力の

もとに実施された。最後の修了式では、横田工学部長より工学の重要性と面白さについての挨拶があり、

修了証書が授与された。 

 当日行ったアンケート調査では、参加した高校生の多くが「参加して良かった・まあまあ良かった」

と回答しており、また、「宮崎大学工学部に関心がわいた」と回答した者も多く、当初の目的を達成でき

たと判断している。 

 例年、宮崎大学工学部への入学者には、このテクノフェスタ体験入学への参加経験者が多数いること

から、今後とも工学部の重要な大学開放事業及び地域貢献事業として継続すべきであると思われる。

工学部テクノフェスタ（体験入学）（令和元年度） 
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第２１回 宮崎大学工学部 テクノフェスタ体験入学プログラム 

 
令和元年１１月１７日（日） 

9:30～10:00 受付・資料配付  （農学部 L206前） 
10:00～10:30 体験入学 入学式 （農学部 L206） 

新地 辰朗 副学長挨拶 

10：30～12：00 講義 

環境応用化学科（B１０７）          講師：塩盛 弘一郎 教授 
「ゲルって何？〜私達の身の回りで活躍するゲル〜」 

社会環境システム工学科（B１０８）   講師：土手 裕 教授 
「ごみの一生」 

環境ロボティクス学科（B１０１）    講師：川末 紀功仁 教授 
「豚が喜ぶAIとIoT」 

機械設計システム工学科（Ｂ１０６）     講師：各務 聡 准教授 
「飛翔する機械～飛行機とロケット～」 

電子物理工学科（B１０９）    講師：鈴木 秀俊 准教授 
「導体と絶縁体の中間って何ですか？」 

電気システム工学科（Ｂ１１２）    講師：林 則行 教授 
「電気を作るいろいろな方法を知ろう」 

情報システム工学科（Ａ１１６）    講師：片山 晋 助教 
「計算と推論の理論」 
 

12:00～13:00 昼食 

13:00～14:30 各学科での実験・演習 

環境応用化学科（A６１６）          講師：塩盛 弘一郎 教授 
「温度を感じて変化するヒドロゲルを合成しよう」 

社会環境システム工学科（C６２５）      講師：土手 裕 教授 
「焼却飛灰の安全な処理」 

環境ロボティクス学科（B１０２）      講師：川末 紀功仁 教授 
「AIとロボット」 

機械設計システム工学科（B１０６）      講師：各務 聡 准教授 

「紙飛行機の製作」 

電子物理工学科（B１０９）     講師：鈴木 秀俊 准教授 
「物と光と電子を繋ごう」 

電気システム工学科（B１１２）    講師：椎屋 和久 助教 
「ＬＥＤフラッシャーを作ってみよう」 

情報システム工学科（A１１９）    講師：片山 晋 助教 
「対話型証明システム」 

14:45～15:00 体験入学 修了式（農学部 L206） 
（１）横田 光広 工学部長挨拶 
（２）修了証書授与式 
（３）アンケート実施・回収 

15:00     終了 
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     2019/12/16 

令和元年度工学部テクノフェスタアンケート集計 

工学部広報・地域連携委員会 

 

１．基本事項 

 アンケート回答者は 237 名（参加者は 237 名）で回収率は 100% (H30 年度は 100％)であった。回答者

の属性の内訳は、表１の通りである。 

①  昨年度と比べ参加人数は約 32%増加した。 

②  普通系は 3 年生が昨年と比べ減少したが、1、2年生は増加した。 

③  工業系は 2 年生が昨年と比べ減少したが、1、3年生は増加した。 

④  その他は 1 年生が昨年と比べ増加した。 
 
 

表１ 参加者の回答人数 

R1 年度 

学科名 
普通系 工業系 その他 

合計 
1 年 2 年 3 年 合計 1 年 2 年 3 年 合計 1 年 2 年 3 年 合計 

環境応用化学 8 15 0 23 0 0 0 0 0 0 0 0 23 

社会環境システム 6 4 1 11 0 0 0 0 0 1 0 1 12 

環境ロボティクス 17 11 0 28 11 13 0 24 0 2 0 2 54 

機械設計システム 14 27 1 42 1 1 0 2 3 0 0 3 47 

電子物理 6 14 0 20 2 0 1 3 1 0 0 1 24 

電気システム 9 5 1 15 0 1 0 1 0 0 0 0 16 

情報システム 7 42 3 52 2 3 4 9 0 0 0 0 61 

合計 67 118 6 191 16 18 5 39 4 3 0 7 237 

H30（H29）年度 

学科名 
普通系 工業系 その他 

合計 
1 年 2 年 3 年 合計 1 年 2 年 3 年 合計 1 年 2 年 3 年 合計 

環境応用化学  3(1)  7(2)  1(3) 11(6)  0(0)  0(1)  0(0)  0(1)  0(0)  0(0)  0(0)  0(0)  11(7) 

社会環境システム  5(9) 4 ( 1 1 )  1(2) 10(22)  0(0)  0(0)  0(1)  0(1)  0(3)  0(0)  0(0)  0(3)  10(26) 

環境ロボティクス  4(1)  0(3)  4(5)  8(9)  8(0)  1(7)  3(3) 12(10)  0(1)  0(0)  0(0)  0(1)  20(20) 

機械設計システム 17(8) 13(13)  0(4) 30(25)  0(1)  4(2)  1(5)  5(8)  0(1)  0(0)  0(0)  0(1)  35(34) 

電子物理 11(1) 10(7)  0(1) 21(9)  1(1)  0(4)  0(1)  1(6)  0(1)  3(0)  0(0)  3(1)  25(16) 

電気システム  3(0)  7(4)  0(2) 10(6)  3(0)  4(3)  0(3)  7(6)  1(0)  0(0)  0(0)  1(0)  18(12) 

情報システム 13(12) 19(17)  2(4) 34(33)  3(6) 21(6)  0(4) 24(16)  2(2)  0(0)  0(0)  2(2)  60(51) 

合計 56(32) 60(57) 8 ( 2 1 ) 124(110) 15(8) 31(23)  4(17) 49(48)  3(8)  3(0)  0(0)  6 ( 8 )  179(166) 

 
 
 

２．設問４：今年は体験入学を日曜日に開催しましたが、開催日はどちらがいいですか。 

 

① 土曜日 69 

② 日曜日 55 

③ どちらでもよい 113 
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３．設問５(1)–(4)の回答結果 

 表２より、91%（昨年 87％）の学生がテクノフェスタに参加して宮崎大学工学部の様子が分かったと

回答している。また、表５より、88%（昨年 86%）の学生が宮崎大学工学部に関心がわいたと回答してお

り、テクノフェスタの目標の一つである工学部の紹介については目標を達成したと考えられる。 

 表３より、95%（昨年 89%）の学生がテクノフェスタに参加して良かったと評価しており、また、表４

より、89%（昨年 90%）の学生が体験入学のような催しがあれば参加したいと回答しており、高い満足度

を得られていることが伺える。 

 

 

 

表２ 設問 5(1)：今回の体験入学で宮崎大学工学部の様子がわかりましたか。 

R1 年度 

 環境 

応用 

社会 

環境 

環境 

ロボ 

機械 

設計 

電子 

物理 

電気 

シス 

情報 

シス 
合計–比率% 

① よくわかった 16 8 27 22 9 9 17 108-46％ 

② だいたいわかった 7 4 25 23 10 7 31 107-45％ 

③ なんとも言えない 0 0 2 0 5 0 12 19-8％ 

④ まだよくわからない 0 0 0 2 0 0 1 3-1％ 

H30(H29)年度 

 環境 
応用 

社会 
環境 

環境 
ロボ 

機械 
設計 

電子 
物理 

電気 
シス 

情報 
シス 

合計–比率% 

① よくわかった 5 (2) 5 (10) 16 (12) 21 (20) 6 (4) 11 (8) 11 (11) 7 5 - 4 2 ％ ( 6 7 - 4 0 % ) 

② だいたいわかった 5 (4) 5 (16) 4 (8) 12 (9) 17 (11) 7 (4) 31 (24) 8 1 - 4 5 %  ( 7 6 - 4 6 % ) 

③ なんとも言えない 1 (1) 0 (0) 0 (0) 2 (5) 2 (1) 0 (0) 15 (10) 2 0 - 1 1 %  ( 1 7 - 1 0 % ) 

④ まだよくわからない 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 3 (6) 3 - 2 %  ( 6 - 4 % ) 

 

表３ 設問 5(2)：体験入学に参加してみて、良かったですか。 

R1 年度 

 環境 

応用 

社会 

環境 

環境 

ロボ 

機械 

設計 

電子 

物理 

電気 

シス 

情報 

シス 
合計–比率% 

① よかった 17 8 39 31 19 10 29 153-65％ 

② まあまあよかった 6 4 14 14 3 5 24 70-30％ 

③ よくわからない 0 0 0 1 2 0 7 10-4％ 

④ 悪かった 0 0 0 1 0 1 1 3-1％ 

H30(H29)年度 

 環境 
応用 

社会 
環境 

環境 
ロボ 

機械 
設計 

電子 
物理 

電気 
シス 

情報 
シス 

合計–比率% 

① よかった 6 (5) 7 (13) 20 (14) 24 (20) 18 (11) 16 (11) 11 (22) 102-57% (96-58%) 

② まあまあよかった 5 (2) 3 (12) 0 (6) 11 (14) 6 (4) 2 (1) 31 (16) 58-32% (55-33%) 

③ よくわからない 0 (0) 0 (1) 0 (0) 0 (0) 1 (0) 0 (0) 15 (10) 16-9% (11-7%) 

④ 悪かった 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (1) 0 (0) 3 (3) 3 - 2 %  ( 4 - 2 % ) 
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表４ 設問 5(3)：今後体験入学のような催しがあれば、参加したいですか。 

R1 年度 

 環境 

応用 

社会 

環境 

環境 

ロボ 

機械 

設計 

電子 

物理 

電気 

シス 

情報 

シス 
合計–比率% 

① ぜひ参加したい 15 10 28 27 12 7 25 124-52％ 

② 参加してもよい 6 2 22 14 10 5 28 87-37％ 

③ よくわからない 2 0 4 4 2 2 6 20-8％ 

④ 参加しない 0 0 0 2 0 2 2 6-3％ 

H30(H29)年度 

 環境 

応用 

社会 

環境 

環境 

ロボ 

機械 

設計 

電子 

物理 

電気 

シス 

情報 

シス 
合計–比率% 

7 ぜひ参加したい 9 (3) 8(12) 16(15) 20 (20) 12(8) 12(11) 23(20) 100-56% (89-54%) 

②参加してもよい 2 (4) 2(12) 4 (4) 14 (12) 12(6) 4(1) 22(19) 60-34% (58-35%) 

④ よくわからない 0 (0) 0(2) 0 (1) 1 (2) 1(0) 1(0) 13(8) 16-9% (13-8%) 

④参加しない 0 (0) 0(0) 0 (0) 0 (0) 0(2) 1(0) 2(4) 3 - 2 %  ( 6 - 4 % ) 

 

表５ 設問 5(4)：宮崎大学工学部に関心がわきましたか。 

R1 年度 

 環境 

応用 

社会 

環境 

環境 

ロボ 

機械 

設計 

電子 

物理 

電気 

シス 

情報 

シス 
合計–比率% 

① 非常に関心がわい

た 
12 4 19 16 13 6 19 89-38％ 

② 少し関心がわいた 8 5 32 27 8 8 31 119-50％ 

③ よくわからない 1 3 3 3 3 1 11 25-11％ 

④ 関心が無くなった 2 0 0 1 0 1 0 4-2％ 

H30(H29)年度 

 環境 

応用 

社会 

環境 

環境 

ロボ 

機械 

設計 

電子 

物理 

電気 

シス 

情報 

シス 
合計–比率% 

7 非常に関心がわいた 2(4) 5(7) 17(10) 15(18) 9(7) 10(9) 11(15) 69-39% (70-42%) 

②少し関心がわいた 8(1) 4(17) 3(9) 17(15) 14(7) 6(3) 33(28) 85-47% (80-48%) 

③よくわからない 1(2) 1(2) 0(1) 3(1) 2(2) 2(0) 14(6) 23-13% (14-8%) 

④関心が無くなった 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 2(2) 2 - 1 %  ( 2 - 1 % ) 

 
 

３．設問５の(5)-(6)の回答結果 

 この設問は進学に関する項目なので、学年別に整理した。その他は普通科として処理した。 

 表６、７より、3 年生は、多くが宮崎大学工学部に進学を希望していた。2 年生では、約 30％（昨年

約 44%）が宮崎大学工学部への進学を希望している。 
 

表６ 設問 5(5)：工学系の大学に進学しようと考えていますか。（括弧内は H30/H29 年度の結果） 

 
普通系 工業系 

１年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年 

① 考えている 29(36/27) 93(47/42) 6(8/21) 13(12/7) 16(27/19) 5(3/17) 

② 未定 26(16/12) 19(14/15) 0(0/0) 3(2/0) 2(4/4) 0(0/0) 

③ 考えていな

い 
12(7/1) 6(2/0) 0(0/0) 0(1/0) 0(0/0) 0(0/0) 
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表７ 設問 5(6)：宮崎大学工学部に進学しようと考えていますか。（括弧内は H30/H29 年度の結果） 

 
普通系 工業系 

１年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年 

① 考えている 8(14/7) 36(26/21) 4(7/21) 6(4/2) 5(15/5) 4(2/17) 

② 未定 41(32/22) 61(33/30) 2(1/0) 10(8/4) 11(11/15) 1(1/0) 

③ 考えていない 18(13/11) 21(4/6) 0(0/0) 0(3/2) 2(5/3) 0(0/0) 
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工学部テクノフェスタ（体験入学） 

入学式と修了式の様子 

 

【入学式】 

新地 辰朗 副学長（教育担当）の挨拶      入学式 

      

 

【修了式】 

 横田 光広 工学部長の挨拶 

 

【講義風景】  

 環境応用化学科（講義）           社会環境システム工学科（講義） 
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【体験入学報告書 環境応用化学科 講義】 

ゲルって何？〜私達の身の回りで活躍するゲル〜 

講師：塩盛弘一郎 教授   

 

2019 年度環境応用化学科の「体験入学」には２５名の高校生の参加があった。 

 配付した資料とプロジェクターで投影した資料に従って講義を行った。まず、環境応用化学科のカリキュ

ラム、学生の生活、および各教員の研究内容を紹介した。さらに講師の研究分野である異相系の状態を紹介

し、研究内容についてマイクロカプセルやクライオゲルの電子顕微鏡写真を見せながら紹介した。また、研

究内容と今回の体験入学で行う講義および実験とのつながりを紹介した。 

 続いて今回のテーマへと内容を移し、私達の身の周りにある物質に目を向け、その成り立ちを原子の種類

について周期表を見ながら考えた。日本化学会の「一家に一枚周期表」を紹介し、最近の118番目までの元素

の合成と命名、および、ニホニウム(Nh)の核融合による合成と質量分析法を紹介した。さらに、１種類の元

素から構成される単体、複数の種類の原子が一定比率で構成される化合物、単体もしくは化合物が複数種類

混ざっている混合物という物質の分類を確認した。さらに、簡単な分子から高分子へと炭素数の増加による

物質の特徴の変化と高分子化合物の特徴を概説した。また、物質の固体、液体、気体の相変化と液晶および

ゲルの状態を確認し、身の回りの種々のゲル物質、さらに、食品、衝撃吸収シートおよび傷パッド等へのゲ

ルの応用を紹介した。また、講師が研究しているクライオゲルについて、調製方法、細孔の形成機構、およ

びクライオゲルを用いた種々研究について簡単に紹介した。さらにクライオゲルを酸化鉄微粒子と複合化さ

せることにより地下水に含まれるヒ素の除去に利用できることを紹介し、アジアと日本のヒ素の汚染状況や

ヒ素除去技術を紹介した。さらにクライオゲルと機能性微粒子の複合化方法と複合材料の応用について関連

する研究を紹介した。続いて、午後の実験で合成するポリN-イソプロピルアクリルアミドについてモノマー

と架橋剤の分子構造とそのラジカル反応の反応機構、実験の手順を解説した。配付した資料の一部を下に示

す。 
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【体験入学報告書 環境応用化学科 実験】 

温度を感じて変化するヒドロゲルを合成しよう 

講師：塩盛弘一郎 教授   

 

午後の「実験」には２５名の高校生の参加があった。各班３〜４名となるように班分けし、ＴＡの３名と講

師が分担してグループごとに生徒が各自で実験を行った。 

実験は、モノマーの N-イソプロピルアクリルアミド（NIPAAm）を過硫酸アンモニウム（ＡＰ）とＮ,Ｎ,Ｎ’,

Ｎ’−テトラメチルエチレンジアミン（TEMED）を開始剤として重合することでポリ N-イソプロピルアクリル

アミド(図１)の合成を行った。モノマーのみを重合させると溶液であるが、ポリマー鎖間をつなぐ架橋剤（Ｎ，

Ｎ’−メチレンビスアクリルアミド（MBAAm）を加えて重合すると水に溶けない弾力のあるハイドロゲルとなっ

た。また、ポリ N-イソプロピルアクリルアミドが温度により性質が変化することを、合成したゲルをお湯と

氷水に入れて色の変化や触感の違いから確認した。 

参加者に作成した実験テキストを配布し、テキストに従いながら実験を進めた。ＴＡがあらかじめ NIPAAm

と MBAAm を秤量して配付した。蒸留水をメスシリンダーで測り、透明なポリ容器に入っている NIPAAm と MBAAm

に加えて完全に溶解させた(図２)。続いて重合開始剤のＡＰをミクロスパーテルで 2 杯分取って溶液に加え

て溶かし、氷上で冷やした。溶液が冷える間に、マイクロピペッターで溶液を一定量吸い取り、溶液に加える

練習を行った。吸い取るときにピペッターのピストンを勢いよく戻さずゆっくりと戻し、溶液を加えるときは

ピストンが一度止まってから最後に少し強くピストンを押し、吸い取った溶液を全て加える事を注意しなが

ら、溶液の代わりに蒸留水を用いて練習した。生徒が一人ずつマイクロピペッターを交互に使い繰り返し練習

した。高校の実験では、マイクロピペッターを使うことはほとんど無いの、参加者はおそるおそる蒸留水を吸

い取り移す練習をしていた。溶液が冷えたら、もう一つの重合開始剤の TEMED をマイクロピペッターで加え、

振り混ぜたあと静置して観察した。当初、溶液は透明であったが、次第に透明感のある青白い色に変化し、重

合が進んでいることを観察することが出来た。色が変化しなくなったら、ポリ瓶を逆さまにしても中がゲル化

して動かないことが確認出来た。その後、容器とゲルの間にミクロスパーテルを入れて容器から剥がし、お湯

と氷水を交互に加えてゲルの洗浄を行いながら、高温ではゲルの色が白くなり固くなるが、低温では透明感の

ある青白くなり弾力が増すことを確認した(図３)。最後に、ポリ N-イソプロピルアクリルアミドのイソプロ

ピル基が温度応答に重要な働きをすることを解説し、架橋していないポリ N-イソプロピルアクリルアミドの

透明な溶液が温度を高くすると瞬時に白くなり沈殿することを確認して実験を終了した。希望者に合成した

ゲルを容器ごと持ち帰らせた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ ゲルの化学構造      図 2 試薬を溶かす準備    図 3 合成した感温性ゲル 

 



13 
 

体験入学報告書 社会環境システム工学科 講義】 

ごみの一生 

講師：土手 裕 教授   

 

『ごみの一生』と題して、70 分間程度の講義をおこなった。宮崎市内の高等学校 4 名、宮﨑県内８名

の 12 名の生徒が参加した。学年の内訳は 1 年生 6 名、2 年生 5 名、3年生 1 名であった。 

講義の開始にあたり、社会資本（インフラストラクチャー）の説明をおこない、本学科の社会での位置

づけについて説明した。続いて、天然資源の有限性と使用量削減の必要性について、および環境容量の有

限性と環境負荷削減の必要性を身近な例を示しながら説明し、資源循環型社会が求められる背景を解説

した。また、廃棄物の削減と天然資源削減の関係を簡単なモデルを用いて説明した（写真１参照）。さら

に、廃棄物の処理プロセスと処理量について、日本全体および宮﨑県の統計データを示しながら説明し

た。 

次に個別の廃棄物毎（紙類、金属類、ガラス類、ペット類、プラスチック類）のリサイクル方法につい

て説明し、リサイクルのうち再使用と再生成利用の違いを解説した。また、どのリサイクルプロセスから

もリサイクルできない物が発生することを説明した。 

リサイクルできなくなった物のうち、有機物については焼却処理による熱回収がおこなわれることを

説明した。また、焼却の割合や、焼却後の残渣の発生量、焼却主灰と焼却飛灰の発生割合についても説明

した。最終処分されるものの大部分が焼却後の残渣であることを説明した後、鉛を例にとって有害重金

属が最終処分される場合の最も寄与率の高いものは焼却飛灰であることを説明し、焼却飛灰からの重金

属溶出抑制が、最終処分場を環境汚染源とさせないために重要であることを解説した。 

最後に、循環型社会におけるごみの一生を図で示し、リサイクルの役割および廃棄物が最終的にたど

り着く最終処分場の役割についてのまとめをおこなった。講義中に、生徒から一般廃棄物の中の資源化

されるものを増やすための方法などの質問があり、生徒は興味を持って講義に参加していた。 

 

 

 

 

      
写真１ 
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【体験入学報告書 社会環境システム工学科 実験】 

焼却飛灰の安全な処理 

講師：土手 裕 教授   

 

午後の授業では、実験室において焼却飛灰からどのくらい有害物質（鉛 Pb）が溶け出し、キレート処

理をすることでどれだけ溶け出す濃度を低くできるのかを調べた。対象として土壌からの鉛溶出濃度も

調べた。 

最初にグループ分けと実験手順を説明した後、12 人の生徒を二人一組として 6 つのグループに分け

て、グループ毎にキレートの添加率を変えて実験させた。飛灰にキレートを加えて混合する安定化処理

をおこなった。次に安定化処理物に蒸留水を加えて 200rpm で 5 分間振とうする溶出試験と 0.45μm のフ

ィルターによる固液分離をおこない、分析溶液を採取した。グループのそれぞれの生徒の役割を決めて、

必ず実験に参加させるようにした。最後に、溶出液の分析（原子吸光光度法）をおこなった。これらの操

作は、教員およびティーチングアシスタント 3名で分担して実施した。 

鉛の分析をおこなっている時に、原子吸光光度法の原理や検量線法について簡単な解説を行った。 

実験終了後、別室に移動し、分析結果をグラフにまとめた（写真 1 参照）。土壌からの鉛溶出は極低濃

度であること、未処理の飛灰からは高濃度で鉛が溶出し、安定化処理する必要があることを説明した。さ

らに、方対数グラフの見方を説明した後、キレート添加率が増えると鉛溶出濃度が低くなることを示し、

鉛溶出濃度を基準濃度にするためにはキレート添加率を幾らにすれば良いかを答えさせた。また、現場

では安全率の考え方があり、ある程度過剰にキレート剤を加えることも説明した。 

本実験では、全ての生徒が積極的に実験に参加した。また、結果の考察でも積極的に自分の意見を述

べていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
写真１ 
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【体験入学報告書 環境ロボティクス学科 講義】 

豚が喜ぶ AIと IoT 

講師：川末 紀功仁 教授   

 

養豚の自動化を題材に AI と IoT の応用について講義を実施した。参加者は県内の高校を中心に 70 名

であった。宮崎県は全国で２番目に養豚が盛んな県であるが、養豚場がどういう所か一般的に知られて

いない。そこで養豚場の状況を説明し、宮崎大学では AIと IoT を用いて養豚の自動化にどのように取り

組んでいるかを説明した。環境ロボティクス学科では、豚の体重をカメラで瞬時に判別することにより、

豚を体重別に自動的に安定して仕分けするシステムの開発を行っている（図１）。ヨーロッパで利用され

ているシステムと環境ロボティクス学科で開発しているシステムの開発状況を比較しながら、今後の展

開について紹介した。また、教室と宮崎大学付属牧場を LAN で結び、システムを遠隔操作する実演を行

った。本講義を通して、宮崎大学の研究の特徴として、農工連携が挙げられることを知ってもらった。 

次に、人の五感に対応するセンサーについて紹介し、これらのセンサーがどのような形でロボット制

御に利用されているかを説明するとともに、ロボット制御の難しさについて理解してもらった。特にロ

ボットの視覚センサーとして利用されているカメラが人の目とどう異なるかについて説明した。一般の

方は、人が二つの目で奥行きを判断していることから、カメラを二台用いればロボットが簡単に距離を

認識し、三次元的な空間を把握できると思いがちであるが、実際には二台のカメラを用いて距離を判断

するロボットの実施例は少なく、レーザーを用いた計測法が主流である。そこでレーザーを用いた計測

方法の応用例として、家畜の三次元計測について紹介した。牛や豚などの大型の動物の体重を測ること

は大変で、家畜に馴れた複数の作業者にとっても大変な労力を必要とする。宮崎大学では、非接触で家畜

の体重を推定することを試みており、その研究について紹介した。 

その他、宮崎大学で発生したイノシシによる被害と、学内で増えたイノシシ対策のために試作したイ

ノシシ撃退ロボットに関する話題や下水管計測ロボット、さらには表面筋電位を利用した電動車いすの

制御などをビデオで紹介した。 

高校生にとっては大学の講義時間（９０分）は長かったかもしれないが、最後まで熱心に聴講してい

た。 

     

図１ 豚のソーティングシステム 
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【体験入学報告書 環境ロボティクス学科 実験】 

AI とロボット 

講師：川末 紀功仁 教授   

 

午前中の講義に関連して、研究室で開発しているロボットと三次元センサーの紹介を行った。今回は

受講者が多かったので、教室と研究室に分かれて実験を行った。できるだけ少人数で体験できるように、

参加者を２０名程度の３つのグループに分けて、ローテーションさせながら実験を行った。また、近年、

工学部では留学生数が増加していることから、留学生にも実験のデモに参加してもらった。英語での説

明をどの程度理解できたか不明であったが、研究室の様子を体験する良い機会であったと思われる。 

実施した３つの実験は以下の通りである。 

（１） 豚の選別システムに関する実験 

午前中の講義で紹介した豚の自動選別システムにつ

いて、簡単な実験を行った。豚の代わりに研究室のス

タッフが計測器の中に入り、計測のデモンストレーシ

ョンを行った。 

ロボットの目として利用されることが多い RGB-D セ

ンサーをコンピュータに接続し、計測を実演した。世

界中のロボット研究者が関心を示しているセンサー

であり、そのセンサーを用いて豚の模型を計測する実

験を行うとともに、宮崎大学での研究例を紹介した。

（写真１）今回製作した豚の模型は 100kg の実際の豚をモデル化したもので、瞬時に体重が測

定されることに興味がある様子であった。 

（２） ロボットの制御実験 

小型のアームロボットを用いて、お菓子をつかむ体験を行った。多軸のロボットをコントロー

ルボックスを用いて制御を行った。ロボットの間接の角度が少しでもずれるとお菓子がつかめ

ないため、何度も挑戦する生徒さんもいた。（写真２） 

（３） VR の実験 

研究室の学生は、学生チャレンジプログラム事業のもと、フェニックス動物園と共同で、仮想

的に動物飼育室内に入ることができる VRシステムを開発している。動物目線で、同分園に来た

お客さんを見るなど、日頃体験できない経験をして、喜んでいる様子であった。 

     
写真２ 小型アームロボットの制御実験 

 

  

写真１ 豚の自動選別システム 
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【体験入学報告書 機械設計システム工学科 講義】 

飛翔する機械～飛行機とロケット～ 

講師：各務 聡 准教授   

 

「飛ぶ機械～ロケットと航空機～」と題して 90分の授業を 48 名の高校生に対して行った。参加者は、

1 年生から 3 年生までの高等学校の生徒である。 

はじめに、飛行機の力学の初歩について説明した。すなわち、重心周りのモーメントのバランス（主翼

の揚力と水平尾翼の揚力の釣り合い）に触れ、モーメントが安定性に大きく寄与することを示した。ま

た、流体力学的な観点から見た航空機について簡単に言及し、揚力係数や抗力係数、翼に揚力が発生する

メカニズムについて説明し、更に踏み込んで渦が揚力を生み出す源であることも解説した。 

次に、打上用のロケットや人工衛星について解説した。ロケットの打ち上げは派手であるため、打ち上

げ用ロケットはよく知られているが、人工衛星に搭載された小型のロケット推進機はあまり知られてい

ない。しかし、当該授業の 4 日前に、はやぶさ 2 が、リュウグウでの全ての探査を成功裏に終えて帰路

に就いたが、地球への帰還のためにイオンスラスタが使われ、一般的にも知られるようになった。また、

Space X が 200 kg 程度の小型衛星を用いた編隊飛行により、世界中を遍くカバーするインターネット網

である Starlink を構築しようとしているが、その小型衛星にクリプトンを用いたホールスラスタが搭載

されている。このように、人工衛星用の小型ロケット推進機が宇宙開発を切り拓こうとしていることか

ら、これについても説明した。 

また、小型衛星とよばれる小型の人工衛星が大学や新興企業により製作され、実際に衛星軌道上で作

動するようになった。これまでに、日本の大学が作った超小型イオンスラスタと過酸化水素小型ロケッ

ト推進機が衛星軌道上で作動している。このような日本の大学の例を紹介して、小型ロケット推進機に

より複雑で高度なミッションが実現し得ること、機械工学を学ぶことにより大学生でも人工衛星を自作

できるようになることを解説した。最後に、本学科で行っている小型衛星搭載用の小型ロケット推進機

について紹介し授業を終えた。 

今回の体験入学に来て頂いた高校生は、みな熱心に私の説明に耳を傾けてくれた。本講義の受講者が

航空宇宙工学に興味を持っていただければと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用したスライド 
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【体験入学報告書 機械設計システム工学科 実験】 

紙飛行機の製作 

講師：各務 聡 准教授   

 

 午後の実験では、ペーパークラフトを製作した。受講生全員に材料（印刷済みのケント紙）、のり、カ

ッターナイフ、はさみを配布し、細かな部品の切り出しから、組み立てまでを行った。飛行機は、Boeing 

787 旅客機、Lockheed Martin F-35C 戦闘機、グライダーの 3 種類のペーパークラフトから選んでもらっ

た。ペーパークラフトとはいえ、図 1 のように実機を模した本格的なものであるため、作りが精巧でそ

の製作に難航しているようであったが、アシスタント 3 名（修士 2 年生 1 名と修士 1 年生 2 名）の指導

によって、早い学生だと 50 分程度で完成させていた。 

 機体が完成した受講生に、輪ゴムをカタパルトとして与え、教室の外でテストフライトを行った。弱い

風があるものの過ごしやすい秋晴れで、絶好のテストフライト日和となった。恵まれた天気の中で、自作

した航空機を輪ゴムカタパルトで飛ばしていた。 

テストフライトの結果は、テイクオフ直後に墜落してしまうもの、きりもみ飛行しながら飛んでいく

ものと様々で、最初から上手く飛ばすことはできないようであった。しかし、飛行角度、翼の形、錘を用

いてバランスを調整することで安定した長距離飛行を試みていた。また、輪ゴムを複数重ねて初速を上

げ、航続距離を伸ばそうとしたり、風向きに応じてフライトの方角を変えたりしていた。グライダー型は

宙返りもできるため、アクロバチックな機動に挑戦する者もいた。なお、参加者 48名の全学生が時間内

に航空機を完成させ、ほぼ全員がテストフライトを行うことができた。 

形状が複雑なペーパークラフトを与えたが、ほとんどの学生がテストフライトに至っていた。これを

機に、創意工夫の楽しさを知り、航空宇宙工学に興味を持ってくれることを願っている。 

 

 

 

 

 

 

図 1 ペーパークラフト 
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【体験入学報告書 電子物理工学科 講義】 

導体と絶縁体の中間って何ですか？ 

講師：鈴木 秀俊 准教授   

 

『導体と絶縁体の中間って何ですか？』と題して半導体に関する 70 分程度の講義を行った。県内各地

の高校より、3 年生 1 名、2 年生 23 名、1 年生 2 名の合計 26 名の参加があった。まず、近年、注目を浴

びている AI や IoT といった分野に関して、これらを支える重要な材料として半導体が位置していること

を、CPU、パワーデバイス、LED、太陽電池、センサー等の具体的な用途を挙げながら解説した。ついで、

「半導体とは何か？」について、物質中の電子の状態まで少し立ち戻り解説した。多くの場合、半導体は

「導体と絶縁体の中間の性質を持つ物質」として説明されている。高校の授業で半導体について学んだ 3

年生も同様の理解であった。水素原子 2 個が結合して水素分子になると安定になる理由を電子の軌道と

エネルギー状態から解説し(図１)、その延長として固体中の電子の結合とエネルギーの状態を、模式図

を用いて説明した(図２)。さらに「エネルギーバンド」とその中の電子の状態で、導体、絶縁体、半導体

が区別されることを示した(図３)。以上の解説を踏まえて、半導体が「電気の流れをコントロールでき

る」材料であることを示し、身の回りにあるスマートフォン、パソコン、その他様々な機器の動作を支え

ていることを解説した。 

その後、実際に実用化されている半導体材料であ

る、シリコンや III-V 族化合物半導体に関して、結晶

構造や作製方法の紹介を行った。また、エネルギーバ

ンド構造を元に、トランジスタ、LED、光センサーとい

った午後の実験に使用する素子の動作原理の解説を

行った。 

高校生には少し難しい部分もあったかと思われる

が、基礎的な部分でも積極的にメモをとる姿が見ら

れ、興味関心を持っている様子がうかがえた。 

 

         図２                     図３ 

 

 

図１ 
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【体験入学報告書 電子物理工学科 実験】 

物と光と電子を繋ごう 

講師：鈴木 秀俊 准教授   

 

『物と光と電子を繋ごう』と題して、70 分程度の実験を行った。県内の高校から 1〜３年生の 26 人が

参加した。各 3~4 人の７グループに分かれ、以下の３つの実験を行なった。 

(1) 距離センサの挙動確認 

距離センサへの電源接続および信号線への電圧計の配線を行なっておいたシステムを用い、距離セン

サの挙動確認を行なった。距離センサの前に障害物を配置し信号線にかかる電圧を測定し、障害物へ

の距離と電圧の関係のグラフ作成を行なった。 

(2) トランジスタの挙動確認 

トランジスタへの電源を接続し、ソースドレイン間の電流を測定する電流計およびゲート電圧を測定

する電圧計の配線を行なっておいたシステムを用い、電界効果トランジスタの挙動確認を行なった。

可変抵抗を調整することでゲート電圧を変化させ、ゲート電圧によって電流が変化する様子を測定し

グラフの作成を行なった。 

(3) ブレッドボードに電子部品をいくつかさして回路を作り、モーターと電池ボックス、タイヤ、ギヤボ

ックス、電界効果トランジスタ、測距センサを組み合わせることで、壁をよけながら進む車を工作し

た(図１)。簡単な回路でも電界効果トランジスタのおかげでモーターを駆動し、センサで検知して動

作することを実感できた。また、センサの取り付ける向きを調整することで、床に設置したコースを

クリアすることができるようにし、グループで楽しめる実験にした。 

 

(1)および(2)の実験に関しては、使用する素子に事前に配線を済ませたセットを準備しておき、各グ

ループが順番に測定を行なった。(3)に関しては、各グループに配線前のセットを配布し、それぞれで配

線および実験を行なった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 
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【体験入学報告書 電気システム工学科 講義】 

電気を作るいろいろな方法 

講師：林 則行 教授   

 

本年度は予定参加者数 20 名を超える応募があったが、午後の実習で準備したキット数の関係で、当初

の予定通り 20 名に絞り、最終的には 19 名の参加者であった。参加できなかった学生にはお詫びします。 

講義はパワーポイントを使って、「学科の紹介」と「模擬講義」の二本立てで実施した。 

学科の紹介では、まず、全体的な話として入学から学部、修士課程、博士課程に至るキャリアアップの

流れを紹介した。次に、学費などの大学生活全般に関係した説明、電気系学科（電気・電子・情報通信）

で勉強する内容や授業時間割の説明などを、時々、簡単な質問等を織り交ぜながら 20 分ほどした。 

それから、『電気を作るいろいろな方法』と題して、60 分間程度の模擬講義を行った。最初に、英語の

electricity が「擦るとものを引き付ける“琥珀”」に由来していること、電気は光、力、熱、信号など

様々なエネルギーに容易に変換できる便利なエネルギーであることなど、電気エネルギーの持つ特徴や

性質を紹介した。電気は雷や静電気として自然現象でも作られているが、いずれも瞬間的な現象であり、

人類が便利に利用することが困難な電気であることを説明した。 

これに対して、大量の電気を連続的に作る様々な方法の概要を紹介した。先ず、電気を連続的に発生さ

せる方式として一次電池や二次電池を紹介し、ボルタの電池を例に、電気化学反応で電気が発生する仕

組みを説明した。次に、大量の電気を連続的に発生させるために、コイルの近くで永久磁石や電磁石を動

かす構造の発電機を用いた方式が主流であることを紹介した。そして、磁石は水蒸気や水の流れの力で

回転するタービンを用いて回転させることが多いことを説明した。蒸気を得る燃料や方法の違いで、火

力発電、原子力発電などに分類できることを説明した。集熱した太陽熱を利用する太陽熱発電、マグマの

地熱を利用する地熱発電、海洋の温度差を利用する海洋温度差発電などの最近注目されている方法を紹

介し、それらの仕組みを説明した。一方、空気の流れや水の流れの規模や利用の仕組みで、風力発電、水

力発電、小水力発電、海流・海洋発電、波力発電などに分類できることを紹介し、それらの仕組みを説明

した。 

水蒸気や水の流れを使わない発電方法として、太陽電池、燃料電池、熱電発電の原理や仕組み、ならび

に利用例を紹介した。 

講義終了後、電気に関するいろいろな質疑応答を行った。高校でもあまり深く勉強していなことから、

電気は身近なエネルギーではあるが、その現象はよく理解されていないとの印象を受けた。 
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【体験入学報告書 電気システム工学科 実験】 

ＬＥＤフラッシャーを作ってみよう 

講師：椎屋 和久 助教   

 

午後の実験では、受講生全員にＬＥＤ（発光ダイオード）の点灯パターンを変更できる回路の製作をし

てもらった。参加者は当初１９名の予定であったが、欠席者がいたため最終的には１５名の参加となっ

た。 

まず、受講生全員にキット１部と製作する２種類の回路の回路図と実体配線図を配布した。その際、受

講生にブレッドボードの取り扱いの経験を確認したところ、ほとんど全員がブレッドボードを使った経

験がないという事であった。 

１つ目はタクタイルスイッチ（タクトスイッチ）を押すごとに６個のＬＥＤが順次点灯して点灯位置

の変わる回路を製作してもらった。はじめにブレッドボードの配線パターンを確認してもらった後で、

使用するＬＥＤ点灯制御ＩＣについての説明と、使用する部品や素子（抵抗、コンデンサ、ＬＥＤ、タク

トスイッチ）の働きについての説明を行った。そして、回路の製作が終わった受講生には電池ボックスを

ＬＥＤ点滅回路に接続して正しく動作するかの確認をしてもらった。回路の製作については、作業の遅

れる受講生が出ない様に、部品・素子の確認、基板の確認、取り付ける素子の順番、乾電池の接続など、

パワーポイント資料を基にして、製作手順について１つ１つ細かく写真や図などを示しながら説明を行

った。 

２つ目はディップスイッチの切り替えで点灯パターンの変わる回路を製作してもらった。ここでは、

１つ目の回路では使用せず２つ目の回路で初めて使用する部品や素子（ダイオード、半固定抵抗、ディッ

プスイッチ）の働きについての説明を行った。そして１つ目の回路と同様に、回路の製作が終わった受講

生には電池ボックスを接続して動作確認をしてもらった。ここでも、作業の遅れる受講生が出ない様に、

パワーポイント資料を基にして、製作手順について１つ１つ細かく写真や図などを示しながら説明を行

った。また、それぞれの点灯パターンの回路図と実体配線図を照らし合わせながら動作の説明を行った。

受講生には半固定抵抗の値を変化させることでＬＥＤの点滅時間が変化することを実際に確認してもら

った。製作の指導には、教員１名と大学院生２名で対応した。また、各自が製作したＬＥＤ点滅回路はそ

れぞれ持ち帰ってもらった。 
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【体験入学報告書 情報システム工学科 講義】 

計算と推論の理論 

講師：片山 晋 助教   

 

『計算と推論の理論』と題して、90 分間の講義を行った。県内外の高等学校から定員を大きく上回る

121 名の参加希望者があったが、午後の演習で使用する端末数に限りがあることから、74 名以内に絞っ

てもらった上で講義を行った。 

まず、数とは何か、足し算や掛け算などの演算はどう定義されるのか、といった基本的な話を、簡単な

算数の問題を例にとって説明することから始め、帰納的関数論やラムダ計算といった計算論の初歩的な

説明を行った。また、人間が行っている推論をいかに機械的に扱うかという形式的推論の例として、自然

演繹を紹介した。さらに、ラムダ計算の拡張である型付きラムダ計算の説明を行い、これを自然演繹と比

較することによって、計算論と形式的推論は実は厳密に対応しているというカリー・ハワード同型の紹

介を行った。応用例として、対話型証明システムの現状を紹介して、締めくくりとした。 

今回の講義内容は、情報システム工学科の３年次の必修科目である「プログラミング言語論」の半分の

内容の予告編といえるような内容となった。理論的な話の中には多少抽象的な内容もあり、高校生には

難解な内容もあったかもしれないが、できるだけ身近な具体例を用いて説明するように心がけた。高校

生たちはリラックスして授業を聞いていたようであった。 
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【体験入学報告書 情報システム工学科 実験】 

対話型証明システム 

講師：片山 晋 助教   

 

午前中に実施された『計算と推論の理論』の講義を受けて、対話型証明システムを用いた証明を体験す

ることをテーマに選んだ。演習環境は当学科のシンクライアントシステムを用い、各自が１つの端末を

占有できるようにした。言語は Agda を使用し、汎用テキストエディタである Emacs を用いて、対話的環

境による半自動証明を体験してもらった。参加者には、予め用意しておいた各自のアカウントを利用し

てログインし、演習内容に取り組んでもらった。 

演習の冒頭では、計算機システムへのログイン方法から始めて、Agda 標準ライブラリのインストール

方法、エディタの利用方法、Agda 言語の命題や証明の書き方や Agda システムへの読み込ませ方、証明補

助機能の使い方や自動証明のやり方にいたるまでプロジェクタ上で実演しながら説明を行った。予め TA

の勉強会を 3 時間にわたって開催したこともあり、起動時にエラーになるトラブルは多少見られたもの

の全員が課題に取り組めたようである。 

演習課題は簡単な命題論理や数学的帰納法を用いた証明を基本課題とし、等式推論を用いた証明につ

いても用意していたものの解けなくともよいとした。説明のための資料はホームページとして作成し、

提示しながら解説したため、プロジェクタ上の説明を見ながら、手元のコンピュータで細かい説明や前

後関係を確認する、といったことが簡単に行えたようである。簡単な課題から難問まで用意していたた

め、時間内に全課題を終了する、というわけにはいかなかったが、熱心に取り組む事ができたようであ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



25 
 

   広報・地域連携委員会 

副委員長 西岡 賢祐   

 
2019 年 11 月 17 日（日曜日）に実施したアドベンチャー工学部は、宮崎大学工学部を一般市民に広く知っ

ていただくととともに、地域の方々との交流を深めることを目的に、毎年大学祭の日に開催しており、今年度

で 10 回目の実施となった。本事業では、幼稚園児や小・中学生を含む一般市民を対象とし、科学実験や科学

工作等の体験を通して工学部の各学科・センターで行われている教育・研究や工学の面白さに触れていただい

ている。 

 今年度は 7 学科 3センター（工学基礎教育センター／国際教育センター／教育研究支援技術センター）の

10 ブースで実施した。別紙に示す小・中学校に配布したパンフレットの通り、各ブースとも一般市民の興味

を引くようなテーマを設定した。本事業の企画運営は工学部地域連携委員会が担当し、各ブースでは各学科・

センターの担当教職員の指導の下、多くの大学生・院生が実験・工作の補佐員として協力した。来場者にでき

るだけ多くのブースを体験してもらうためにスタンプラリーを行うとともに、大学オリジナルグッズなどの

記念品の進呈を行った。 

 

２．事業実施の成果 

出展を行った学科・センターと実施内容は以下の通りである。 

1. 環境応用化学科 / 墨流しの化学－自分だけのしおりや絵はがきを作ろう 

2. 社会環境システム工学科 / 地盤の液状化を見てみよう 

3. 環境ロボティクス学科 / へそ飛行機の飛びを科学する 

4. 機械設計システム工学科 / 世界に一つしかないアクセサリーを作ろう 

-宮崎の海岸で採集した貝殻を綺麗に磨こう- 

5. 電子物理工学科 / 箱カメラを作ってみよう 

6. 電気システム工学科 / LED を点灯させ、明るさを変えよう！ 

7. 情報システム工学科 / コンピューターゲームをしたいんだが本当に筋肉は裏切らないだろうか？ 

8. 工学基礎教育センター / 絵具で不思議な模様を作ろう 

9.  国際教育センター/ 宮崎と世界を巡る写真展～Tour around Miyazaki and the world～ 

10. 教育研究支援技術センター / ものづくり体験教室 -オリジナル迷路盤を作ろう！- 

 

今年度は約 109 名の参加者があり、多くの来場者で大いに賑わった。アンケートによると、小学生の参加者

が最も多く、年齢では 10代および 10 代未満だけで約６割を占めていた。 

また、 本イベントを知った手段に関しては、本人の在籍している学校（29%）、宮崎大学のホームページ（26%）、

当日配布されているビラ(12%)という結果となり、実行委員会の広報活動が有効に機能していることが伺えた。

イベントの感想に関する項目からは、とても楽しかった(84%)、楽しかった（14%）と概ね好印象な回答が得ら

れ、それを反映するように自由コメントの結果にも、「楽しかった、この大学に入りたい、来年も来ます」な

どの好印象なものが大多数を占めていた。以上のように、アドベンチャー工学部は宮崎大学工学部と地域の子

供から大人まで多くの市民とが、毎年継続して交流できる大変良い機会となっており、工学部における主要な

大学開放事業及び地域貢献事業として今後も実施内容のさらなる工夫と改善を行いながら継続すべきである。 

アドベンチャー工学部（令和元年度） 
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【環境応用化学科】 

墨流しの化学－自分だけのしおりや絵はがきを作ろう 
講師：松本 仁 准教授  

 

  
墨流しは、マーブリングとも呼ばれている。墨汁や絵の具を水面に垂らして模様を作り、出来た模様

を紙に写し取るものである。9世紀頃の平安時代から伝わる伝統芸術だが、実は化学が詰まっている。 
トレーを用意し、石けんで洗浄した後、徹底的に水洗いする。このトレーにきれいな水を張り、新聞

紙で水面を覆った後、取り除く。水面の油汚れが新聞紙に吸い取られ、きれいな水面となる。 
次に、爪楊枝または面相筆に少量の絵の具を付け、水面を触る様に絵の具を広げる。墨流し用の絵の

具は、水になじまない（疎水性の）顔料に、水と油になじむポリビニルアルコール（PVA、洗濯のり）

を加えて水中に溶かし込んである。この絵の具を水面に落とすと、顔料が水中に溶けることなく、PVA
と相まって水面上に大きく広がる。また、異なる色の絵の具を広げても、PVAが境界を作っており、混

ざることがない。水面に風を送ったり、爪楊枝などでひっかいたりすることで、水面に浮かぶ絵の具を

動かして模様をつくる。 
最後に、半紙やインクジェットプリンタ用のハガキ（マット）などの紙で水面を被う。紙の端を指で

つまみ、トレーの縁で水をしごき取るように紙を引き上げる。紙の繊維はセルロースであり、水にも油

にもなじむ性質を有している。そのため、疎水性の顔料とも相性がよく、模様がうまく紙上に写し取ら

れる。紙の水分をペーパータオルに染み込ませ、アイロンで乾かす。半紙を裏打ち用紙で補強し、ラミ

ネート加工すれば、世界に１つだけのしおりや絵はがきができる。 
この様に、芸術を通して化学に触れてもらった。水面上では淡い絵の具が、紙に写し取ることで鮮明

となり、驚いた様子がうかがえた。 
 
 
 

   

 墨流しの指導の様子 墨流し体験中 
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【社会環境システム工学科】 

地盤の液状化を見てみよう 
講師：末次大輔 教授   

 

 
近年、過去に経験したことのない集中豪雨や大規模な地震による甚大な災害が発生している。今回は

地震による地盤の液状化現象とその被害事例を紹介して、液状化の発生の原因と液状化による被害を軽

減する地盤技術や自治体が公開しているハザードマップを紹介して防災意識を高めてもらう企画とし

た。 
地震動で地下水が地表面に土砂とともに噴き上がる様子や、建築物が傾きながら沈下する様子を映像

や写真で見てもらった。その他にも、液状化した土砂よりも比重の小さな地下埋設物が地上に浮上する

被害や、液状化した地盤内で大きく揺すられた下水道管が切断され、土砂を含んだ地下水がマンホール

を閉塞する事例を示して、地盤の液状化がインフラに与える被害の状況を説明した。 
地盤の液状化現象を理解してもらうために簡単な実験を行った。透明なアクリル製の箱を使って、ビ

ル模型や地下埋設物模型を設置した地盤に振動を与えて、地盤が液体状になっていくプロセスとビルや

埋設物がどのように壊れていくのかを観察した。また、杭で支持されるビル模型も併せて設置して、構

造物へのダメージを軽減する液状化対策技術の効果を確認した。参加した小学生にも実験に加わっても

らった。 
実験終了後には模型ビルや地下埋設物の様子とスライドを使って、液状化の発生メカニズムと被害を

分かりやすく説明した。そして、地震に関連する防災知識として、南海トラフによる宮崎市内における

想定震度と液状化ハザードマップを紹介した。津波や土砂災害ハザードマップも配布されていることを

紹介して、身の回りの危険なところなどを確かめておいて、災害に備えておくことの必要性を説明し

た。加振中に箱の動きに合わせて地盤が液体のように揺れ出し、徐々に地表面に地下水が染み出す様子

に驚く参加者や、自宅の位置をハザードマップ上で確認する参加者もみられた。今回のイベントは社会

インフラ整備の必要性や防災に関心を持ってもらう良いきっかけとなったと思われる。 
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【環境ロボティクス学科】 

へそ飛行機の飛びを科学する 
講師：宮城弘守 助教   

 

 
ねらい 折り紙飛行機といえども実際のグライダーと同様に、ヨー、ロール、ピッチの 3 軸安定性と投

げる速さを考えないと上手く飛ばない。ましてや用紙を切ったり足したりできない折り紙飛行機では、

紙の折り方ひとつで 3軸の安定性と翼面荷重が同時に変化するから調整は容易でない。その点、厚さ 1 ミ

リのスチレンペーパーを翼に使った“擬似へそ飛行機”なら、1 軸ごとに調整することも可能になる。ア

ドベンチャー工学部では小学生低学年が中心になることから、機首のオモリで重心位置を調整して飛び

(ピッチ)を安定化することに挑戦してもらった。 

 

実施結果 6 時間に消費した“擬似へそ飛行機”自作キット数によると、67 人(うちキット持ち帰り 2 組)

の子供と大人が飛びの調整に挑戦した。 

来場者にはまず A4 コピー用紙で自由に折り紙飛行機を作って飛ばしてもらったが、へそ飛行機を折っ

たのは 3 人(うち子供は 1 人)にとどまり、子供の遊びの変化を実感した。これは想定していたので、ま

ず紙でへそ飛行機を折ってよく飛ぶことを体験してもらったあと、スチレンペーパー翼の“擬似へそ飛

行機”づくりに入った。 

両面テープをはがして胴体と三角翼を貼り合わせただけでは極端な後ろ重心で、滑空すらおぼつかな

い。機首にビニールテープを何枚も貼ってピッチ安定性を調整する単純な実験だったが、次第に安定し

て飛ぶようになる過程を、大人にも楽しんでもらえたようである。機体の重さと重心位置の測定を計画

していたが、準備不足もあって実施できなかったのが残念でならない。 

 

  

左)機首のオモリを増やして写真の位置より前に重心がくるほど飛行速度が早まる。つまり、弾道飛行側

に飛行特性が変化して直進性が高まり、飛ばしやすくなる。一方、写真の位置より後ろに重心がある場合

は、わずかな加速でもピッチアップ(機首上げ)するので安定滑空は望めない。右)子供も大人も飛行機に

夢中！ 

 

反省点 終了が近づき子供の人数も減った頃、講師や保護者らが見守る中で子供同士の衝突事故が起こ

り、転倒した幼児が床で頭を打って泣き出した。床が滑りやすいこともあるが、避けられなかったことが

悔やまれる。 

重心位置(前後方向) 
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【機械設計システム学科】 
世界に一つしかないアクセサリーを作ろう 

宮崎の海岸で採集した貝殻を綺麗に磨こう 

講師：鄧 鋼 教授   

  
 

「真珠層」でネットで調べると、ウィキペディアには、「真珠層（しんじゅそう、英: Nacre）、  別名

真珠母（しんじゅぼ、英: mother of pearl）、英: mother of pearl は、ある種の軟体動物（特に貝類）

が外套膜から分泌する炭酸カルシウム主成分の光沢物質。貝殻の内側に付いており、無機質と有機質の

複合物質である。真珠の外側のコーティングを作り上げる物質で、強く、弾力性があり、干渉縞により構

造色（虹色）となっている場合が多い。」と書かれている。砂浜に打ち上がられた貝殻、磯や岸壁に貼り

付いている貝には真珠層を有するものが沢山ある。貝の表は石灰層に覆われており、真珠層があるかど

うかがわからないが、裏を見て、綺麗に輝く紋様があれば、それが真珠層と思う。表の石灰層をグライン

ダーで削り、サンドペーパーで磨いてから、車の傷修理用研磨材で研磨すれば、綺麗な貝殻になる。海沿

いの観光地の売店に、磨き上げた真珠層の貝殻がアクセサリーや置物として売られている。 

今回のアドバンチャーは宮崎の海岸で採取したカサガイ（傘の形をした一枚貝）の真珠層を磨き出し

て、カサガイペンダントを作った。そのほか、トコブシ、アワビ、夜光貝で作りました置物も展示した。  

カサガイペンダントは次の手順で作った。まず、担当講師が事前にダイヤモンドディスクでカサガイ

の石灰層を削り取り、サンドペーパーディスクで荒削りをした。参加者は、３種類の耐水サンドペーパー

で仕上げ、研磨材で研磨した。その後、ガラス用ドリルで穴を開け、紐をつけて完成！準備したカサガイ

は 120 個ぐらいあったが、品切れで、予想はずれに反省！来年も実施すれば、頑張って個数を増やした

い。 
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【電子物理工学科】 

箱カメラを作ってみよう 
講師：横山 宏有 助教   

 

  
数千年前の昔から「小さな穴を通った光が壁などに、穴の外側の景色を映す」ことは知られていた。こ

の小さな穴を使ったカメラを「ピンホールカメラ」と呼ぶ。小さな穴を通ってくる光の量は少なく非常に

暗い像になり、なかなか見えずらいものとなる。これを改良してピンホールの代わりに凸レンズを用い

て光の量を増やし、明るい像を得られるように改良したものが「箱カメラ」である。今回は簡単な工作を

通して工学的な事物や構造などに関心を持ってもらえることを目的とした。 
長い間（数百年間）この現象を用いて絵を描くことに利用されてきたが、像を結ぶ位置に感光性の用紙

などを置いて映像を記録したものが写真である。写真が出来たころは映像の明暗を記録するモノクロー

ム写真を長時間の露光で撮影していた。現在はこの位置に感光素子を用いることで写真を電子的に保存

することが出来る。 
 
①初めに厚紙を折り曲げて箱型にする簡単な作業でピンホールカメラを作製した。非常に暗いためな

かなか見にくいことを体感してもらった。 
②その後レンズを取り付けて箱カメラへと改良した。先ほどとは異なって明るい投影像が得られる、

その違いを体験してもらった。 
③改良後に室内の光ではほとんど感光せず取り扱いが簡単で、現像・定着がアイロンで可能なコピー

アートペーパーを感光紙として取り付けて風景の写真撮影および現像体験を行った。 
 
当日は実際に作製を行った者が 52 名、保護者等を含めると 100 名ほどの参加があった。参加者のほと

んどが箱カメラの体験は初めてのようで、自分で作製したカメラの投影面に像が映ると多くの子供たち

が歓声を上げたりして、興味を持ってもらえたものと考える。 
実施に当たって、露光時間が 30 分ほどかかるため、実施間隔があまり密にできなかった。タイミング

によっては時間をずらして受講せざるを得なかったケースが複数あった。 
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【電気システム工学科】 

LED を点灯させ、明るさを変えよう！ 
講師：淡野 公一 教授   

 

  
従来の電球や蛍光灯に代わり、LEDが幅広く用いられるようになってきた。身近なところでは、液晶テ

レビのバックライト、車のテールライトやヘッドライト、信号機等もLEDが用いられている。これらの応

用に際しては、LEDの明るさや色を変える必要がある。そこでまず、本実験では、赤、緑、青の三原色の

LEDを用いて、それぞれの発光強度を変え、様々な色を作る実験に取り組んでもらった。次に、白色LED
に対してPWM (Pulse Width Modulation) 信号により点灯し、その周波数とデューティー比を変更すること

で、点滅の度合いと明るさを変える実験に取り組んでもらった。 
子供向けには、主に前者の実験を実施し、可変抵抗を調整することで、紫色、水色、黄色、白色を点灯

してもらった。子供らは目的の色になるように、楽しそうに可変抵抗の微調整を繰り返していた。後者の

実験に関してはまず、周波数を上げるに従いLEDのチラつきが感じられなくなる様子を確認してもらい、

次に、PWM信号のデューティー比を徐々に大きくし、LEDの明るさの変化を観察してもらった。後者の

実験に関しては特に、大人の方が興味を持たれ、どの周波数からチラつきを感じなくなるかを自ら確認

していた。また、後者の実験の後には、電球・蛍光灯の消費電力とLEDの消費電力との違い、LEDの寿命

などの質問があった。多くの方は、LED電球へ変更すべきか、初期投資と費用対効果の面で悩んでいる方

が多い様子であった。 
反省面としては、上述の質問に対して一見して分かるような、一般的なLED照明に関するポスターを準

備しておくべきであった。なお、来場者数は全員で108名であった。 
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【情報システム工学科】 

コンピューターゲームをしたいんだが本当に筋肉は裏切らないだろうか？ 

講師：山場 久昭 助教   

 

  
表面筋電位を用いて操作するコンピューターゲームと、「鍵」を探し出してはアイテムを入手してい

き最後に魔王を倒すクエストを様々なセンサーを使って演出したゲームの二つを実施した。 
筋肉を動かした際にはわずかに電位差が生じ、その波形は筋肉の動かし方によって異なる。この筋電

位を利用して電動車椅子などを操作する研究がなされている。さらに、筋電位の波形には個人差があ

り、我々の研究室では、これを個人認証に応用する研究を行なっている。今回は、その研究紹介の展示

を行うとともに、筋電位利用の実例として、コンピューターゲームのテトリスを筋電位で操作する催し

を行った。具体的には、「ジェスチャーコントロールアームバンドMyo」という市販の製品を腕には

め、手首から先を前後に動かしたり、指先をタップしたりすることにより、テトリスに挑戦してもらっ

た。あわせて、来場者の筋電位の波形を専用の計測装置で測定し、自分の波形を見てもらった。なお、

この測定データについては、今後の研究に利用することを予定している（研究の意図を説明した上で同

意書にサインしていただいている）。 
一方、主に小学生低学年以下を対象に、超音波センサー、熱センサー、光センサーなどの各種センサ

ーを活用したクエストにチャレンジする催しも行なった。まず、ダンボールで作った「山 
」の中に多数の鍵（を描いた紙）をばらまいておき、その中から正しい鍵を探してもらう。鍵にはQR
コードをプリントしておき、タブレットにかざすと正解かどうかがわかるようにしておいた。この時、

正しい鍵の近くには光源や熱源を設置しておき、センサーを仕込んだ「魔法の杖」を正解の鍵の近くに

かざすと音がなって探索のヒントになるようにした。鍵を一つ見つけるたびに新しい魔法の杖が手に入

り、その杖を使って次の鍵を探す、という形でクエストが進行していく。最後に魔法の剣を手に入れ、

魔王（PCの映像を液晶プロジェクタでスクリーンに投影さ）を倒す。剣には加速度センサーが仕込ま

れており、剣を振った情報がBluetooth通信でPCに伝えられ、スクリーン上の魔王にダメージを与える

仕組みになっている。ゲームの実現には、micro:bitという教育用マイコンボードを利用した。micro:bit
に付属のセンサーからの信号に基づいて、音を鳴らしたり魔王にダメージを与えたりするプログラム

は、雇用した学生にScratchというプログラミング言語で作成してもらった。保護者や中学生以上の来

場者には、このようなセンサーが簡単なプログラムで様々に活用できることの説明を行なった。 
50名ほどの来場者を迎え、楽しんで行ってもらうとともに、研究の紹介やセンサーの潜在力を知って

もらえたと思う。ただし、人手が足りなかったことに加え、一人がクエストを完遂するの 
に時間がかかったため、待ち時間が発生してしまったので、オペレーションの改善が必要である。 
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【工学基礎教育センター】 

絵具で不思議な模様を作ろう 
講師：出原 浩史 准教授   

 

  
自然界には様々な模様がある。例えば、魚の体表にある縞模様や水玉模様、シマウマやチーターの体

にある縞模様や斑点模様が有名である。昆虫のチョウなども羽に綺麗な模様を持つものがある。魚や動

物の体表に模様を持つ理由には様々な説があり、解明するために日々研究がなされている。一方で、ど

のようにして体表に模様が作られるのかという疑問もあるだろう。この方面の研究も盛んになされてお

り、模様は生物が意図的に作っているのではなく、自発的に形成されることが明らかになりつつある。 
本イベントの出し物として、工学基礎教育センターの数学グループでは、参加者に自発的に形成され

る模様を絵具で作ってもらった。厚さ３ミリで５センチ四方のアクリル板の上に少量の絵具を置き、そ

の上から別のアクリル板で力一杯押すと、絵具が自発的に枝分かれ模様を作るという簡単な実験であ

る。非常に簡単な実験であるにも関わらず、絵具の粘性が綺麗な枝分かれ模様を作ることに参加者は驚

いていた。作った模様はお土産として参加者に持ち帰ってもらった。この現象は専門的にはヘレショウ

セルにおけるヴィスカスフィンガリングに密接に関係している。興味があれば調べて欲しい。 
今回、上記のアクリル板で作る枝分かれ模様の実験だけでなく、もう少し数学的な内容として、ある

方向から見ると数字の「２」で、別の方向から見ると数字の「３」となるような立体を針金で作ってみ

ようという出し物も行った。これは数学的には射影という概念が関係しているが、幼稚園や保育園に通

っているような参加者にはこの立体を作るのは少し難しかったように思う。ただ、その保護者の方々に

は楽しんでもらえたと思う。この出し物については、もう少し工夫がいると感じた。ただ、２つの出し

物を通して、参加者の方々には科学の面白さの一端に触れてもらえたと思っている。 
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【工学部国際教育センター】 

宮崎と世界を巡る写真展 
講師：川崎 典子 助教   

 

本イベントは、宮崎大学日本人学生グループと留学生グループによる合同写真展を国際教育センター

が支援し、宮崎市、宮崎県国際交流協会、宮崎市国際交流協会に後援してもらう形で実施した。日本人

学生が実際に触れた海外の魅力と外国人学生が実際に触れた宮崎の魅力を写真で発信するという目的

で、学生グループが主体的に集めた70枚以上の写真作品をアドベンチャー工学部の会場に掲示した。写

真作品には宮崎県内の名所での四季折々の風景を写したものや、ヨーロッパ・アジア・北米を中心とし

た町並み・自然を写したものや、海外で暮らす人々の生活風景を写したものなど、多種多様な作品があ

り、工学部の各学科・センターによる体験講座を楽しみに来た親子などがひっきりなしに行き来する会

場では、写真展に足を止めて見学された方がのべ112名（うち子ども15名）に上り、多くの方々に写真

を見てもらうことができた。 
来場者からは、「見るだけで楽しかった」「全ての写真がキレイで素晴らしかったので、ぜひまた見た

い」という声を始め、「ここでしか見られない写真が多く、とても良かった」「宮崎の良いところを知れ

た」「宮崎にもまだ知らない場所がいっぱいあるなと知った」といった、『宮崎と世界を巡る写真展』ら

しい感想も聞かれた。 
今回は宮崎大学工学部学生が中心になって構想から企画までを積み上げ、日本人学生グループと留学

生グループの協働によって実現した写真展だけに、写真の表示はタグで表示したり、そのタグには写真

の舞台となった場所の情報を入手できるQRコードを貼り付けたりするなど、随所に学生らしい工夫が

凝らされていた。本写真展は、宮崎大学まちなかキャンパス（橘通東3丁目）や宮崎大学地域デザイン

棟（木花キャンパス内）でも開催される予定である。 
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【教育研究支援技術センター】 

ものづくり体験教室 
講師：田之上二郎、矢野康之、安樂怜生、三宅琢磨（技術職員）  

 
 

機械加工実習や教育・研究で使用する部品の製作を行っている「ものづくり教育実践センター」を会

場とし、センター内機器を使用した『ものづくり体験教室』を出展した。 
 

〇迷路盤づくり体験（体験時間 40 分） 
1. パソコンを使用して、迷路盤の一部（図 1）をデザイン（図 2）する。 
2. マシニングセンタにて、作成したオリジナルの迷路を削りだす（図 3、図 4）。 
3. 削りだした迷路盤にタップを使用して 4 か所にねじ切りを行い、アクリル蓋をねじで固定して

完成。 

 
 

来場者の年齢を考慮し、スタッフが適宜サポートしながら時間内に完成できるよう工夫した。事前に

準備していた 16 名の枠全てに参加があり、ほとんどが小学生であった。また、多くの方がこれまでにも

体験したことがあり、興味を持って参加していることが分かった。アンケートでは「楽しかった」という

意見のほか、「機械の動きがすごかった」、「将来の進路選択につながる内容」という意見もあり、今回の

ものづくり体験教室を通して、ものづくりの面白さを体験していただいたのではないかと思う。 
 

   
     図 1 加工前の迷路盤     図 2 参加者によるパターン作成 

 

   
      図 3 加工中の様子      図 4 パターンが完成した迷路盤 
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「虹を作ろう」 
工学教育研究部 環境応用化学科担当 菅本 和寛 

 

8 月 3日と 4 日に「青少年のための科学の祭典 2019 宮崎大会」に出展した。 

今回は「虹を作ろう」というテーマで実験を行った。ライトの光や太陽光を見ると光が色々な色に分か

れて虹色に見える CD-R と紙コップでできる分光器を作成した。2 日間で 400 名以上の方に実験を体験し

てもらえ、科学の面白さを体験して頂けたと思っている。実験方法等は以下の通りである。 
 

●なぜ虹が見えるの？ 

 ライトの光や太陽光は白色に見えますよね。この光、実は色々な色が混じって

白色に見えています。CD-R の樹脂面は小さい溝が掘ってあり、光がその溝に当

たると屈折（折れ曲がる）します。その屈折の角度が色によって違うため色々な

色の光が分かれて見えます（虹色に見える）。この様に光の色を分ける装置を分

光器といいます。 

 

●実験のしかたとコツ 

1. CD-R を適当な大きさに切ります。 

2. CD-R の印刷面にガムテープを張り、勢いよくはがし、印刷ラベルを取り除きます。 

3. 紙コップの裏をカッターで切って小さい穴を作ります。 

4. 紙コップの飲み口にテープをはり、光を取り込む隙間を作ります。 

5. 紙コップの裏の穴にラベルを剥がした CD-R をのせ、ライトをのぞき、虹がきれいに見えるように CD-

R の向きを調整し、テープで固定します。 

6. 色々なランプの光を見てみましょう。ランプは何色かな？ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

青少年のための科学の祭典 ２０１９宮崎大会の報告 

図 2 実験の様子. 

図 1. CD-R と紙コップで作った分光器.  
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「はんだごてをつかった回路工作にチャレンジしよう！」 

 
教育研究支援技術センター 

三宅琢磨、西岡祐介、高塚佳代子 
長友敏、金丸慎太郎、正入木未来 

 
 教育研究支援技術センターでは、8/3 に宮崎科学技術館で開催された「青少年のための科学の祭典 2019 宮

崎大会」（開催期間：8/3～8 /4）に出展した。今年度は、「はんだごてをつかった回路工作にチャレンジしよ

う！」と題し、メロディボックスの製作を行った。 

 今回製作したメロディボックスは、LED とメロディ IC を利用し、スイッチを入れると LED が光るととも

に、メロディが流れるものとした。本作品を製作するにあたり、はんだごてを使用することから、ラグ板への

部品の配置を検討し、30 分程度で製作が完了するよう作業工程を計画した。参加者には LED を事前に好きな

色を選んでもらったが、メロディ IC については、ランダムに配布し、完成後に確認をしてもらうことにした。

下記に作業工程を示す。 

 
(1) ラグ板にメロディ IC をはんだ付けする。 
(2) ラグ板に電池ボックスをはんだ付けする。 
(3) ラグ板に LED をはんだ付けする。 
(4) ラグ板にブザーをはんだ付けする。 
(5) ラグ板と電池ボックスを付ける。 
(6) 仕上げを行い、ケースに収納する。 

 

出展当日は、小学生を中心に 50 名の方々に参加をいただいた。完成後は、スイッチを入れて LED の

点灯を確認し、ブザーから流れてくるメロディ IC の音楽が何かを参加者の子供と一緒に保護者の方々も

考えられていた。参加者に対して行ったアンケート結果では、はんだごてを初めて使用した参加者が全

体の約 8 割だったが、難易度に関して「難しかった」と回答した人は 4 割程度であった。また、作業時

間に関して「ちょうどいい」と回答した人は全体の約 9 割であり、参加者全員が今回の体験が「おもし

ろかった」との回答だった。また、参加者から「普段なかなか経験しない事なので、とても楽しく貴重な

経験ができた」といった感想もいただいた。今回の出展を通して科学の面白さを体験していただいたの

ではないかと思う。 
 

会場の様子①         製作時の様子①        製作時の様子② 
 

メロディボックス 
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                                       宮崎大学産学・地域連携推進会議委員    

宮崎サイエンスキャンプ実行委員 山内 誠 

 

「宮崎サイエンスキャンプ（科学どっぷり合宿）」は、平成１３年度から宮崎県事業の一環として継続して

実施しており、昨年度から「みやざきサイエンティスト育成事業」の名の下に開催された。その目的は、合宿

による先端科学技術体験学習を通して、中・高校生の理科への興味・感心を高めるとともに、新たな科学技術

の創造への夢と意欲をもたせることである。「みやざきサイエンティスト育成事業」は、宮崎県の小学校から

大学にわたる学校種間で協力して実施する連携事業で、このような連携は全国的にも珍しく、宮崎県の極めて

独創的な活動である。 

宮崎大学はこの事業に全面的に協力しており、今年度も工学部、農学部及び医学部で体験学習が行われた。 

今年度も 8 月 5 日朝から、例年通り 4 日間で開催する予定であったが、台風 8 号接近のため 8 月 5 日、6

日を中止とし、下記の通り 2 日間での実施となった。 

 

                   記 

日時： 令和元年８月７日から８月８日 （宿泊場所：青島青少年自然の家） 

8 月７日 9 時―16

時 

体験学習 （宮崎大学） 

 1７時ー18 時３0 分 オリエンテーショ

ン 

（宿泊場所） 

8 月８日  ９時３０分 感想発表会 （宿泊場所） 

 １２時００分 閉会行事 （宿泊場所） 

 

体験学習場所：宮崎大学工学部、農学部、医学部  

各学部４講座で体験学習； 合計１２講座 

対象者・参加者：宮崎県内全域の中学校及び高校からの応募者８３名から選考された４０名（中学３年生 

 １０名、高校１年生１２名、高校２年生１８名）の生徒が参加した。 

内容： 

受講生は青島青少年自然の家を宿泊場所として、初日のオリエンテーションでは、各学部で開催される

講座内容を中心とした研修を受講した。2日目と3日目の昼間は９時から16時まで上記の学部の実験室で

科学実験を体験した。工学部では「東京オリンピックのメダルを作る都市鉱山リサイクル」、「ごみを資源

として甦らせ環境を守る」、「ロボットを動かす、ロボットプログラムを体験しよう！」、「太陽熱の利用技

術」の４講座、農学部では、「魚のからだづくりとメダカについて学ぼう」、「人工多能性幹細胞（iPS細胞

）ができるまでを体験してみよう」、「魚の美味しさについて学ぼう」、「発酵に関わる色々な微生物」の４

講座が実施された。また、医学部では「蛍光で遺伝子を見つけよう！」、「神経細胞（ニューロン）を観察

する」、「くすりは何故効くの？」、「遺伝子DNAの観察挑戦」の４講座が実施された。受講生はこれらの実

験講座の中から自分の興味ある２つの講座を選択し、１日につき１つの講座を体験学習した。 

 

宮崎県「みやざきサイエンティスト育成事業」:宮崎サイエンスキャンプ 
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工学部で開講された４つの講座の題目、担当者及び受講生へ案内した内容 

 

講座番号５ 

題目：「東京オリンピックのメダルを作る都市鉱山リサイクル」 

担当：大島 達也 教授 （環境応用化学科） 

内容：「都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジェクト」をご存じでしょうか？2020年の東京オリンピッ

クメダルは、使わなくなった携帯電話などの小型家電に含まれる金・銀・銅を回収してそれらから作る

ことになっており、計画が進んでいます。とはいえ、廃棄物中の金は様々な電子部品のごく一部であり、

そこからどうやって金だけを取り出すのでしょうか？これには、金を酸に溶かしだし、特殊な油（有機

溶剤）を使って抽出する、「湿式製錬技術」が用いられています。この講座では都市鉱山リサイクルの

例として、メダルプロジェクトと同じように金を取り出す溶媒抽出法を体験してもらいます。 

 

講座番号６ 
題目：「ごみを資源として甦らせ環境を守る」 

担当：関戸 知雄 助教（社会環境システム工学科） 

内容：日本は採取できる資源が少なく、国土の狭い国です。今後は、ごみをリサイクルし、資源やエネルギー

として社会の中で安全に循環利用する技術開発が求められています。この体験学習を通して、 

(1)ごみ中にはどんな有用な物質が含まれているのか？ 

(2)どんな有害物質がごみ中に含まれている？ 

(3)ごみのリサイクルは安全か？ 

といった点について、わかりやすく講義をします。実験演習では、実際のごみやごみを燃やした後に出

てくる灰の中に含まれる様々な物質を測定して、環境を守りながらリサイクルを進めていく技術につい

て考えます。 
 
講座番号７ 
題目：「ロボットを動かす、ロボットプログラムを体験しよう！」 
担当：李 根浩 准教授（環境ロボティクス学科） 
内容： 我らの身の周りには人の姿をした人間型ロボットやお掃除ロボットなどがありますが、これらはどの

ように判断し、動いているのでしょうか？この仕組みは、内蔵されているコンピュータがセンサーから

入力された情報に対して、どのように本体（モーターなど）を動かせばよいか命令を出しているのです。

ロボットに理解できる命令を出すためにはプログラミングが必要です。この講座では、レゴマインドス

トーム EV3 で各種センサーやモーターを組込んだロボットを組み立て、走るロボット、障害物を避ける

ロボットなどのプログラミングを行い、実際に動かすところまで体験します。 
 

講座番号８ 

題目：「太陽熱の利用技術」 

担当：長瀬 慶紀 教授（機械設計システム工学科） 

内容：太陽から地球へ降り注ぐ光のエネルギー量は膨大で、太陽光は将来有望な再生可能エネルギーです。太

陽光を鏡で1ヵ所に集めて熱（太陽熱）に変換し、その太陽熱を利用してエンジンを動かし発電等を行う

ことができます。また、太陽光を当てて温度が上昇した物質には、太陽熱が蓄えられています。その蓄

えられた太陽熱を夜間に取り出してエンジンを動かすこともできます。この講座では、太陽光の強さを

測る装置や、太陽熱で動くエンジンを使って、簡単な実験をしてもらいます。さらに、太陽熱の蓄え方

や取り出し方についても考えてもらいます。 
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実 施 風 景 
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                            宮崎大学産学・地域連携推進会議委員   

北高 SSH 運営指導委員会委員  山内 誠 

 

宮崎県立宮崎北高等学校は平成 15 年度以降、文部科学省からスーパーサイエンスハイスクール（SSH）の指

定を受け、令和元年度からは第 4 期 5 年間の指定を受けている。宮崎大学は、SSH 指定初年度より同高校から

の協力要請を受け、その運営に協力している。令和元年度は運営指導委員会の体制が一新され、グループ 1 に

は学長特別補佐 1 名、理事 1 名教育学部から 1 名、グループ 2 には工学部と農学部からそれぞれ２名の運営指

導委員が委嘱された。 

第 4 期の北高の SSH における研究開発課題は基礎枠の実践開発型課題として「地域創成に携わる科学術系

人材を育成する教育プログラムの開発」、科学人材育成重点領域枠課題として「探求型学習の全県普及を加速さ

せる持続的なコンソーシアムの構築」が掲げられている。 

 

記 

 

令和元年度 宮崎北高等学校 SSH に対する協力 

1．運営指導委員会（グループ 2） 

    第 1 回 令和元年  ６月  ４日  宮崎北高等学校 尚志館 

    第 2 回 令和元年 １１月 ２５日  宮崎北高等学校 尚志館 

              

2．AO 入試合格者への入学前指導内容の指定 

宮崎大学工学部の AO 入試合格者に対し、北高に限らず入学前に工学教育基礎センターが数学、物理

の課題を課すとともに、基礎物理実験の体験教室を実施している。 

 

   3．その他 

令和元年  7 月 22 日 「データサイエンス」と「物理」の授業を見学 

                サイエンス科 地学班の生徒への活動指導 

令和元年  ８月  2 日 サイエンス科 地学班の生徒への観測指導 

令和元年 １１月  2 日 サイエンス科 地学班の生徒へのデータ解析指導 

 

 

  

宮崎北高等学校スーパーサイエンスハイスクールへの協力 
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 文部科学省「地域との共同による高等学校教育改革推進事業」指定校の宮崎県立宮崎南高等学校と共に、「産

学官連携による人の地域循環教育プログラムの研究開発」の事業を 2019 年度に実施した。その事業の一環と

して、宮崎大学工学部の 6 名の教員が以下の課題研究テーマに対して、高校 2 年生へ課題研究指導を実施し

た。各課題 4 名の生徒で 1 グループとなっている。坂本先生が指導した課題研究は、宮崎南高等学校内の審査

で 3 位となり、県大会にて発表することが決定している。多くの教員は、本課題研究指導が工学部へ進学を志

す学生にとって大変有益であったと考えている。この指導により、高校生が工学分野への関心を高め、研究開

発に対する意識の変容に繋がればと期待している。 
 

2019 年度実施課題研究テーマと担当教員 

課題研究テーマ「IoT 技術で高齢者の在宅介護を手助けするシステムの提案」 

担当教員：田村 宏樹 

 

課題研究テーマ「氷の忍耐合戦（溶けない氷を作る」 

担当教員：菅本 和寛 

              

課題研究テーマ「窓の加工を利用した騒音対策」 

担当教員：盆子原 康博 

 

課題研究テーマ「目指せ！被害０！～災害に強い橋～」 

担当教員：森田 千尋 

 

課題研究テーマ「歩くだけで発電！？」 

担当教員：荒井 昌和 

 

課題研究テーマ「宮崎を救う神話アプリケーションの作成」 

担当教員：坂本 眞人  補助者：修士課程 石津 貴弘 

 

 
実施内容の詳細に関しては、宮崎大学工学部紀要第 4９号にて論文名「宮崎大学工学部で行った高校生課題

研究の評価と課題」で報告予定である。具体的な実施内容は工学部紀要を参照して頂きたい。 
 
 
 
 
 
 
 

 
図：先生方の宮崎大学内での課題研究指導の様子 

 

宮崎県立宮崎南高等学校との 

「産学官連携による人の地域循環教育プログラムの研究開発」事業 
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宮崎県立宮崎西高等学校付属中学“「探究」の時間”講義協力 

 
 宮崎県立宮崎西高等学校付属中学では「総合的な学習」の時間を活用して、中学生に科学の面白さや奥深さ

を伝え、将来、科学の分野で世界をリードする生徒の育成を目指した「探究」の時間が設定されている。この

講義の実施に際し、下記の講義を担当した。 
 
講義実施日：令和元年 10 月 15 日 
講義名：「最先端技術による材料探索と次世代燃料電池開発」 
 

令和元年 10 月 15 日に宮崎県立宮崎西高等学校付属中学 1 年生約 80 名を対象に、最先端の工学技術として

データーサイエンスによる材料探索と次世代電池として期待されている水素イオンが動くセラミックスを使

った燃料電池の研究開発について講義した。まず初めに将来研究者を目指す学生のために日本の若手研究者

育成支援を含めて私の研究者としてのキャリアパスについて紹介した。その後、①環境問題、②エネルギー問

題と水素、③過去に予想していた未来技術と現在、④次世代燃料電池と開発の最前線、⑤AI 技術を用いた材

料探索、⑥描く未来の順番で講義を行った。世界を視野にした環境問題やその対策について身近な話を踏まえ

ながら丁寧に講義を行った。本講義の 5 日前がノーベル化学賞の発表日にあたり、本年度は吉野彰氏のリチウ

ムイオン電池の研究が受賞したこともあり学生は電池の話に傾聴していた。 
 本講義では未来の研究者、エンジニアである聴講学生に“環境問題への意識”“ものづくりの大切さ”“新技

術で多くの問題を解決しなければならないのが自分であること”を認識してもらえるように思いを込めて実

施した。講義の質疑では多くの学生が純粋に疑問に思ったことを的確に質問しており、サイエンスの世界で重

要な素養を身に付けている将来有望な学生たちであると感じた。また、感想文に関しても講義で難しい内容が

含まれている中で良く要点を捉えてまとめて自分の意

見を書けていることに驚かされた。 
 20 年後に研究者、技術者となった聴講学生と一緒に

世界をリードする科学技術開発ができる日が来るので

はないかと思わせるほどアクティブな学生たちであっ

た。今回の講義‘探求の時間“を実施して彼らのような

人材が育成されていることに対して日本の科学技術の

未来はとても明るいものであると感じた。 
 
 

  

宮崎西高等学校附属中学校への協力 
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宮崎県立宮崎西高等学校付属中学では「総合的な学習」の時間を活用して、中学生に科学の面白さや奥深さ

を伝え、将来、科学の分野で世界をリードする生徒の育成を目指した「探究」の時間が設定されている。この

講義の実施に際し、下記の講義を担当した。 
 

令和元年 10 月 17 日 

「折り紙と数学」工学基礎教育センター 伊藤 翼 助教 

 

【講義内容】 

令和元年 10 月 17 日に宮崎西高等学校附属中学校視聴覚室にて、２年生２クラス約８０名を対象として「折

り紙と数学」というタイトルで講義を行った。前半の講義では、数学の研究とはどういったものであるのかに

ついて説明し、具体的な例として四色定理や最新の研究などについて解説した。また、ルジャンドル予想やハ

ドウィガー・ネルソン問題などの未解決問題についても紹介した。数学といっても様々な分野があることや未

解決問題が多く残されていることに驚いたようである。後半の講義では、折り紙を使い、手を動かすことで数

学の定理のおもしろさを体験してもらった。一枚の紙に書かれた多角形は、上手に折ったあとで、ハサミで直

線に切るだけで切り抜くことができるという一刀切りの定理が知られている。様々な多角形に対して実際に

一刀切りができるか挑戦してもらった。最初は簡単な図形でも折り方に苦戦していたが、何回か試してみると

コツ掴んだようで上手に折ることができるようになっていた。中にはこちらが用意した全ての図形を一刀切

りできた学生もいた。講義の最後にすべての多角形は一刀切り可能であることを教えると非常に驚いていた。 

普段は数学の苦手な学生でも、実際に手を動かすことで講義の内容に興味をいだき、数学のおもしろさを少し

でも伝えることができたと感じている。 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

宮崎西高等学校附属中学校“「探究」の時間”講義 
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数学担当      伊藤翼 （工学基礎教育センター） 
工業（機械系）担当 河村隆介（機械設計システム工学科） 

 
本ネットワークは、宮崎県下の高等学校と宮崎大学工学部との教育に関する様々な連携活動を踏まえ、

平成１８年に設立されました。設立以降、数学・物理・化学・工業（機械系・電気系）の各部会で継続し

て高大連携が進められています。本稿では、平成３１年１月から令和元年１２月における本ネットワー

クの主な活動の概要を紹介します。より詳しい活動報告等は専用のウェブページ（宮崎大学工学部のト

ップページに入り口があります）に掲載していますので是非ご覧ください｡ 
 

「高等学校と宮崎大学工学部との教育ネットワーク」ウェブページアドレス 
https://www.miyazaki-u.ac.jp/tech/eng-network/index.html 

 
 
１．高大連携と教科間の連携（物理・数学） 

物理部会では、高大連携の柱として｢高等学校と大学との物理教育に関する連絡会｣を定期的に開催し

ている。この会合では、学内外から講師を招いての各種講演会や、高校や大学の教員による教育研究の発

表などが行われている。平成３１年１月から令和元年１２月の間に２回の会合が開催された。以下に各

会合の概要を紹介する。 
 
 

○第３７回会合（平成３１年３月９日） 
宮崎大学大学院工学研究科修士課程の３名の学生による研究紹介が行われた。３名とも分野が異なり、

機械制御、宇宙観測、半導体デバイスについて、日々の勉強が最終的にどのように研究として結実してい

るか、高校の先生方にむけて説明された。宮崎大学工学部でどのような研究が行われているか知る機会

となり、興味を持った方も多くいたようである。続いて、２０１８年１１月に実施された「大学入学共通

テストの導入に向けた試行調査（プレテスト）」の概要説明と解説が行われた。この試行調査は２０２０

年度からの「大学入学共通テスト」の実施内容や実施体制等の検証が目的で実施された。物理のテストの

内容を分析し、今後の高校・大学での指導の在り方について協議が行われた。  
 
 

○第３８回会合（令和元年１１月１６日） 
宮崎大学工学部電子物理工学科から講師を招いての「学校に宇宙線検出器を置くプロジェクトの話」

と題する講義が行われた。宇宙線とは、宇宙空間を飛び交う高エネルギー粒子のことであり、この宇宙線

を学校で捉えて、その存在を身近に感じてもらおうというプロジェクトについて紹介された。続いて、新

学習指導要領に示された「知識及び技能」や「思考力、判断力、表現力等」を評価する問題（評価問題）

をテーマとし、情報交換と協議を行った。宮崎県教育委員会では「未来を切り拓く資質・能力を育成する

高校授業改革推進事業」の一環として、資質・能力育成研究会（評価問題研究部門）を立ち上げ評価問題

高等学校と宮崎大学工学部との教育ネットワーク 
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の作成・検討を進めています。評価問題作成研究会によって作られた評価問題をもとに、評価問題の在り

方や今後の指導の在り方についても協議が行われた。 
２．インターンシップ（機械系） 

①大学での工業高校生のインターンシップについて 
「工業高校生のインターンシップ」（機械系工業高校生のための宮崎大学での体験授業）を令和元年８

月２１日～２３日の３日間で実施した。この行事は高大連携協議会（機械系）において高校側から提案さ

れた要請に応えて平成２７年度から実施され、今回で第５回目となる。参加生徒は、延岡工業高校（１

名）、都城工業高校（３名）、小林秀峰高校（１名）からの合計５名であった。最初に、学科紹介とオリエ

ンテーションを行った後、３日間にわたり５テーマ分の体験授業を実施し、各テーマに対するレポート

を提出させ、最後に発表会と質疑応答を行った。体験授業後、参加生徒に体験授業の概要を作成させる時

間を設け、生徒が体験授業の内容を整理できるように配慮した。発表会後に実施した受講生へのアンケ

ート結果によれば、参加目的は大学進学の参考とすること、開催時期は今の時期で良いこと、参加した生

徒からインターンシップへの参加によって大学進学を決意できた、大学進学後は勉学に励みたいなどの

感想があり、当行事は高校生のキャリア意識の醸成に有用であったといえる。 
 
②高校での大学生のインターンシップについて 
本学機械設計システム工学科２年生１名が、宮崎県教育委員会主催の令和元年度スクールトライアル事業

に参加した。この行事は県内大学の１、２年生で高校教諭を希望している学生等を対象に高校教諭の業務に対

する理解を深めるため、高校教諭の日常の職務内容を体験するものである。参加学生は７月２７日に宮崎大学

でオリエンテーションを受講した後、１０月３０日～１１月１日までの３日間、都城工業高校で学校体験を行

った。主な内容は、職員朝会への出席、授業見学、実習見学・助手、事務作業見学・助手などである。参加学

生の学校体験報告書によれば、当学校体験により高校教諭の職務内容を知ると同時に、仕事にやりがいがある

ことがわかり、夢の実現を目指して励みたいという感想があり、当行事は大学生のキャリア意識の醸成に有用

であったといえる。 
 
３．高大連携協議会（機械系） 

工業系部会では、宮崎県下の工業高校と宮崎大学工学部との間での協議会を継続的に開催している。

令和元年は機械系において次の協議会が開催された。 
 
○令和元年１２月５日（於 宮崎大学） 
高校の進路状況、大学の近況および進路状況、大学入学前教育、AO 入試について情報交換を行った。

今後の高大連携について以下のとおりに協議を行った。 
① 当学科での工業高校生のインターンシップについて 
次年度も引き続き実施する。来年６月頃に当学科から高校側へ開催案内を行うことにした。 
② 高校での大学生のスクールトライアルについて 
次年度も学科１、２年次の学生に対してスクールトライアルを案内することにした。 
③ 大学入学前教育について 
AO 入試合格者に対して、大学では、工学基礎教育センターによる数学、物理、英語の通信教育、当学

科によるレポート課題を実施する一方、高校では、基礎学力強化のための課外、学年末考査後の宅習期間

中での学習会、高校教諭による質問対応など、引き続き相互に取り組みを継続する。 
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④ AO 入試について 
高校側から以下のとおり、要望や説明があった。 
1) AO 入試の出願時期が就職希望者の書類指導と重複するため、担任が 8 月に繁忙となり、入試日程

を見直していただきたい。 
2) 成績が国立大学の推薦規定に達していないが、部活動に活発な生徒が合格する一方、成績優秀な生

徒が不合格になる事例があり、進路指導を判断しかねており、推薦入試を復活していただきたい。 
3) 高校生にとって、宮崎大学は県内唯一の国立大学であり、自宅から通学可能な国立大学工学部とし

て特別な学校である。 
4) AO 入試に不合格となった高校生は、高校での就職斡旋のルール上、企業の推薦枠から外れ、高校

の専門とは無関係な専門学校への進学となり、高校生の希望と異なる進路になる。 
当学科から以下のとおり回答した。 
1) AO 入試志望者増加の背景には、2020 年度から大学入試制度が変わるため、受験生間で安全志向

や現役志向が働いたと考えられる。 
2) AO 入試では集団討論の中で協調性や積極性を評価するようになり、成績が良くてもグループで討

論したり、自分の意見を出したりすることに慣れていない生徒には不利になる。 
3) 高校での進路指導においては、協調性やコミュニケーションの能力を評価して学生を採る AO 入

試の特徴を理解の上、生徒が AO 入試に向いているかを判断していただきたい。 
以上 
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日時： 2019 年 10 月 9 日（水） 

体験講座① 13:00-14:20 （電気システム工学科 Thi Thi Zin 教授） 
体験講座② 14:40-16:00 （環境ロボティクス学科 李根浩 准教授） 
 

１．講座・施設見学タイトル 
 ① 従来型農業からスマート農業への転換 

「画像処理技術を用いた牛のモニタリングシステム」 
【内容】現在、急速に発展している画像処理技術を応用し、生産者の負担を大幅に軽減しながら家畜の異

常を 24 時間自動監視できるシステムを開発する。本講座では、牛のモニタリングシステム構築のための

要素技術開発事例を分かりやすく解説する。 
 

 ② ロボットにおけるセンサーとは？ 
  【内容】センサーから得られた情報を用いてロボットはどうのように動作を生成し、姿勢を維持する

のかについて簡単に紹介した。その後、担当講師の研究室で研究中であるロボットを用いて実演を行

った。 
 
２．招聘者 （合計：生徒 10 名、教員 2 名） 
 （i）国立台湾師範大学附属高級中学 から 生徒 5 名、引率教員 1 名 

（ii）高雄市立高雄女子高級中学 から 生徒 5 名、引率教員 1 名 
 

宮崎北高校は、国立研究開発法人科学技術振興機構(JST)のさくらサイエンスプランの支援の下、昨年度か

ら台湾師範大学付属高級中学と高雄女子高級中学の 2 校と交流を行っている。そのプログラムの一環として、

2019 年 10 月 9 日に両校から 5 名ずつの生徒を招聘した。具体的には、宮崎大学工学部電気システム工学科

及び私達が行っている研究について発表した。そして、発表終わりに質問を受けた。質問は、私自身が何故日

本に留学したかなど、日本に再度来日して学びたいという姿勢が見られた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

体験講座①の講義様子                 体験講 

宮崎県立宮崎北高等学校のさくらサイエンスプランによる 
台湾高校生の招聘に係る協力 
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 宮崎大学では、本学の教育研究について地域の理解を深めることを目的として、高等学校や高等専門

学校に本学教員が出向いて講義を行う「出前講義」を行っています。学問の最先端の話題や魅力について

の紹介や、本学の入学者受け入れ方針・教育目標について説明します。高等学校と本学との連携の一環と

して、お気軽に御利用ください。申し込み・お問い合わせは宮崎大学学生支援部入試課までお願いしま

す。 

令和元年に工学部の教員が行った研究内容の講義および工学部の案内(進学説明を含む)を紹介します。 

 

 

題  目 CGやバーチャル技術など映像技術の展望 

 担当教員 情報システム工学科 坂本 眞人 

 日時 講義先  6月8日（土）9:00～12:00 宮崎県立日向高等学校 51名 

 講義内容 

  今日、CG、バーチャル技術、エンターテインメントコンピューティングなど映像技術が次々と進

展してきており、今後も重要なコミュニケーション手段の一つとして様々な分野に貢献していくこ

とでしょう。本講義では、いろいろな産業で応用されつつある最先端の映像技術の展望について具

体的な内容を講述しました。 

 

 

題  目 コンピュータに何ができる！？ 

 担当教員 情報システム工学科 椋木 雅之 

 日時 講義先 6月15日（土）10:30～12:00 宮崎県立小林高等学校 23名 

 講義内容 

  身近にあり意識せず利用しているコンピュータが、どのような原理・仕組みで動いているのか

概説した。また、コンピュータを動かす「アルゴリズム」の考え方を紹介した。さらに、近年話

題となっている人工知能について、何ができて何ができないのか、かみ砕いて解説した。 

 

 

題  目  機械工学における熱エネルギーの利用について 

 担当教員  機械設計システム工学科 長瀨 慶紀 

 日時 講義先  7月5日（金）13:20～15:40 熊本県立人吉高等学校 15名 

 講義内容 

  機械工学についての概要を説明した後、熱エネルギーの利用に関する工業熱力学、伝熱工学、熱

エネルギー変換工学についての模擬授業を行なった。講義時間が90分で高校生にとって長時間であ

るため、途中でクイズなどを入れた。最後20分程度で太陽熱研究の紹介と学科パンフレットをもと

に学科紹介を行った。 

 

 

出前講義（令和元年度） 
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題  目  構造力学とインフラ構造物（橋梁）の長寿命化について 

 担当教員 社会環境システム工学科 森田 千尋 

 日時 講義先 7月20日（土）9:05～10:15 宮崎県立都城西高等学校 49名 

 講義内容 

まず、インフラ構造物、特に橋梁などを設計する際に必要な構造力学について説明した。また、

生活で良く使う橋梁の形式について説明し、さらに、現在のインフラ構造物の現状を説明するとと

もに、簡易で安価で安全な点検・診断・補修補強などの技術開発を紹介した。最後に、宮崎大学工

学部の紹介を行った。 

 

題  目  化学の研究は役に立つ！？ 

 担当教員 環境応用化学科 塩盛 弘一郎 

 日時 講義先  10月2日（水）14:40～15:30 都城工業高等専門学校 38名 

 講義内容 

   物質工学科 3年生の特別活動の時間に上記の題目で講義を行った。自然科学、工学と技術、およ

び発見と発明の違い、大学や高専で勉強する意味、物質と化学、化学の考え方と化学産業の成り立

ち等を概説し、研究室で行っている研究をパワーポイントで紹介した。 

 

題  目  サイバーセキュリティについて 

 担当教員 情報システム工学科 油田 健太郎 

 日時 講義先  6月8日（土）10:00～11:50 宮崎県立宮崎北高等学校 120名 

 講義内容 

   情報システム工学科の概要、オープンキャンパスについて案内した後に、前半、サイバーセキュ

リティについて、後半はブロックチェーン技術について講義しました。 

 

題  目  社会を支えるソフトウェア 

 担当教員 情報システム工学科 片山 徹郎 

 日時 講義先  7月13日（土）9:00～10:30 宮崎県立日南高等学校 37名 

 講義内容 

   自分たちの身の回りに多くのコンピュータが存在し、ソフトウェアが無ければもはや社会や経済

が動かない現状を認識してもらい、ソフトウェアを作ることの重要性や大変さ、やりがいについて

講義する。 

 

 

題  目  化学電池について 

 担当教員 環境応用化学科 松本 仁 

 日時 講義先  6月13日（木）14:55～15:50  宮崎県立宮崎南高等学校 27名 

 講義内容 

   高校において、活性炭電池を開発する課題探求型の講義を行う。そこで、電池を開発する際に必

要な、電気化学に関する知識を与えることを目的とした。身近な電気化学の現象から、物質から電

気エネルギーを取り出す仕組みについて、講義を行った。 
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題  目  人の目には見えない短波長光の発生とその応用技術 

 担当教員 電気システム工学科 加来 昌典 

 日時 講義先  7月20日（土）9:30～11:40 宮崎県立泉ヶ丘高等学校 28名 

 講義内容 

   光とは何か、またその特徴など光について基本的な内容を解説し、短波長光である真空紫外光、

極端紫外光の発生方法と、その一般的な応用技術について講義した。また宮崎大学で実施している

具体的な研究テーマについて紹介、解説を行った。 

 

 

題  目  再生可能エネルギーの現状と宮崎大学の取り組み 

 担当教員 電子物理工学科 吉野 賢二 

 日時 講義先  7月20日（土）9:30～11:40 宮崎県立都城泉ヶ丘高等学校 26名 

 講義内容 

   世界および国内のエネルギー事情、再生可能エネルギーについて講義を行った。各種再生可能エ

ネルギーの説明をし、随時質問をしながらエネルギー問題を意識させた。最後に宮崎大学の取り組

みについても紹介した。 

 

 

題  目  「未来共創プログラム」医療・福祉の分野へ応用可能なロボット技術 

 担当教員 環境ロボティクス学科 田村 宏樹 

 日時 講義先  9月21日（土）9:10～11:30 鹿児島県立武岡台高等学校 44名 

 講義内容 

   最近の AI 研究事例、センシング技術の紹介をしながら、ロボットを作成するのに必要要素に関

する簡単な話を交えて、宮崎大学医学部と工学部で共同で研究しているロコモ計測器や障がい者向

けインターフェイスの開発事例の紹介を行った。 

 

 

題  目  太陽エネルギーの最新技術 

 担当教員 環境・エネルギー工学研究センター 西岡 賢祐 

 日時 講義先  7月24日（水）12:30～15:40  宮崎県立延岡星雲高等学校 23名 

 講義内容 

   太陽光エネルギー技術について、最新の情報について講義した。 

 

題  目  サイエンスキャンプ（課題研究） 

 担当教員 電子物理工学科 前田 幸治 

 日時 講義先  7月24日（水）13:30～14:35 宮崎大学内（延岡星雲高校） 26名 

 講義内容 

   2 年生が 1 人または 2 人で行っている行っている課題研究について、現在の進捗状況の発表を、

前田幸重先生と聞いた。それらについて、それぞれの視点から研究の経緯、目的、進め方、実現性、

まとめ方などについて、広くアドバイスを与えた。 
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題  目  サイエンスキャンプにおける課題研究アドバイス 

 担当教員 工学基礎教育センター 前田 幸重 

 日時 講義先  7月24日（水）13:30～15:00 宮崎県立延岡星雲高校 23名 

 講義内容 

   延岡星雲高校２年生の４グループに対し、課題研究のアドバイスを行った。発表スライドと概要

（A4 １ページ）を事前にメールで受取り、当日各５分程度の中間報告を学生にさせた上で、質疑

応答を通して、研究テーマの絞り方や今後の具体的な実験の進め方に関するアドバイスを与えた。 

 

 

題  目  課題研究アドバイス 

 担当教員 環境応用化学科 塩盛 弘一郎 

 日時 講義先  6 月 13 日（木）14:10～16:10 宮崎県立延岡星雲高校 8名  

 講義内容 

   フロンティア科の 2年生の課題研究について、研究計画の発表を聞き、今後の実施内容や質問に

ついてアドバイスや回答した。実験そのものは実施していない状態であったが、現時点での問題点

や実験方法についてコメントおよび提案をした。 

 

 

題  目  課題研究アドバイス 

 担当教員 電子物理工学科 荒井 昌和 

 日時 講義先  6月13日（木）14:10～16:10 宮崎県立延岡星雲高校 8名  

 講義内容 

   フロンティア科の 2年生の課題研究について、研究計画の発表を聞き、どのような実験手法、分

析が必要か助言した。また生徒からの質問に答えた。4人 1組となり、途中でローテーションし、

2 組分を担当した。 

 

 

題  目  理数教育セミナー 

 担当教員 電子物理工学科 荒井 昌和 

 日時 講義先  6月11日（火）10:50～12:30 宮崎学園中学校 80名  

 講義内容 

   中高一貫コースの中学３年生約 80名に対して、「理数教育セミナー」と題して、90分の講義を行

った。趣旨は大学の最前線の研究を聞くことで中学・高校の理数系科目に興味を持ってもらうこと

とされている。なるべく中学・高校レベルの物理・化学で、半導体、通信、演算処理などをスマホ

などを例に挙げながら、説明した。また、AND、OR、NOT 回路などを押しボタンスイッチと LED など

で作り、原理は簡単だということを説明した。また、光、電子の粒子性、波動性についても説明し

た。LED 同士を向かい合わせ、発光・受光させ、どちらの光のエネルギーが高いかを実感してもら

う実験などを行った。 
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題  目  「令和」を支える礎、サービスロボットの最前線‼ 
 担当教員 環境ロボティクス学科 李 根浩 

 日時 講義先  9 月 26 日（木）13 ：25～16 ：00 熊本県立東稜高校 67 名  

 講義内容 

  環境ロボティクス学科の紹介（研究分野、4年間の講義の流れ、就職先など）、研究室の B4 学生

の卒業研究と院生の研究について紹介した。また、サビースロボットの現状と今後の展望について

講義を行った。 

 

題  目  よりよい社会の実現を目指した土木計画学 

 担当教員 社会環境システム工学科 嶋本 寛 

 日時 講義先  9月26日（木）14:40～16:30 宮崎西高等学校 52名  

 講義内容 

   工学部と社会環境システム工学科の概要を説明した後に、MaaS や自動運転等の最新の話題にも触

れながら土木計画学とその役割について講義した。 

 

題  目  脳とコンピュータ：その背後にある原理 

 担当教員 情報システム工学科 伊達 章 

 日時 講義先  9月26日（木）14:40～16:30 宮崎県立宮崎西高等学校 104名  

 講義内容 

   情報系学科に進学を希望する高校 1、2 年生を対象に、次のような疑問に応じる講義をした。1)

子どもでも簡単にできることが、どうしてコンピュータには難しいか、2) 脳の動作原理を知るこ

との難しさ、難しさの原因はどこにあるか、3) 脳の数理モデルとはなにか。加えて、情報系学科

の一般的な事柄についても説明した。 

 

 

題  目  シミュレーションで広がる物理の世界 

 担当教員 電気システム工学科 武居 周 

 日時 講義先  7月25日（木）10:50～12:25 長崎県立佐世保西高等学校 19名  

 講義内容 

   物理現象と一言でいっても、古典物理学だけで万有引力から熱力学・流体力学・電磁気学等多岐

にわたる。その中でも目で直接見る（観る）・感じることが困難な電磁気現象を明らかにし、その

具体的な振る舞いを知るために必要となるシミュレーション技術について、基礎的な物理や数学の

知識も踏まえながら概説する。 

 

題  目  振動を抑える・測る・利用する 

 担当教員 機械設計システム工学科 盆子原 康博 

 日時 講義先  10月12日（土）9:30～11:45 宮崎県立日向高等学校 73名  

 講義内容 

   主に、①工学部・機械設計システム工学科の紹介、②研究紹介（冷蔵庫用圧縮機や手持電動工具の低

振動化、製茶機械の開発など）、③大学の選び方に関するアドバイスを行った。2 年生だけでなく１年生

も聴講していたため、専門的な語句はなるべく使わず、身近な現象を挙げながら分かりやすい説明とな

るように心掛けた。 
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題  目  コンクリートと我々の生活 

 担当教員 社会環境システム工学科 李 春鶴 

 日時 講義先  11月12日（火）15:05～16:10 鹿児島県立錦江湾高等学校 31名  

 講義内容 

   大学学部、修士課程、博士課程の説明、宮崎大学の各学部、工学部の各学科の説明、社会環境シ

ステムの各分野、就職状況を説明、土木工学の各分野の説明、コンクリートの構成から特徴、役割、

我々の生活との関係の説明を行いました。 

 

題  目  ロボットのメカニズム‼ 

 担当教員 環境ロボティクス学科 李 根浩 

 日時 講義先  2月21日（金）14:00～15:30 宮崎県立日南振徳高校 11名  

 講義内容 

   環境ロボティクス学科の紹介（研究分野、4年間の講義の流れ、就職先など）、研究室の卒業研究

と院生の研究内容を紹介した。また、ロボットに用いられる典型的なメカニズムなどの講義を行っ

た。 
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再生可能エネルギー関連産業群形成を目指した高度人材創出プログラム 

 

太陽光発電プロジェクト 

吉野 賢二 

 

宮崎大学工学部では、将来に技術開発の核となりうる高度な専門技術を身につけた技術者を育成する

ために、太陽光発電に関する総合的教育プログラムをいち早く立ち上げ、これまで八年間にわたって継

続的に実施してきた｡令和元年度も引き続き｢再生可能エネルギー関連産業群形成を目指した高度人材創

出プログラム｣を実施した｡これは、学生や中小企業の技術者を対象とし、大学教員を講師として招き、学

問的基礎から実学的話題までを習得することを目的とする事業である｡今年度については、工学部の福山

敦彦先生・永岡章先生の元、応用講座となる4コマを実施した。 

 

 

 

 

 

 

中小企業ものづくり講座 

日　付 テ　ー　マ 講　師 参加（合計）

令和元年度 講演会　参加者人数

林　好一（名古屋工業大学）10月18日 12人

12月20日 23人三宅　秀人（三重大学）

蛍光Ｘ線ホログラフィーによるドーパントの構造評価

サファイア上AIN膜の高温アニールによる高品質化と深紫外LED開発

野村　政宏（東京大学）

寒川　誠二（東北大学）無欠陥ナノ周期構造による半導体チャネルのフォノン場制御

ナノ構造を用いた高度熱流制御技術と熱電環境発電

2月20日 14人
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宮崎大学工学部では、地域との連携の一環として、地元企業からの卒論テーマを募集し、学生の研究課題と

しております。平成１９～３０年度の１１年間に採択され、実際に取り組んだテーマの一覧（提案企業、研究

内容、担当教員）を記載します（平成２９年度、令和元年度採択なし）。 
 

平成１９年度（７件） 
提案企業 研究内容 担当教員 
(有)新福青果 ミニゴボウ収穫方法に関する研究（引抜き収穫のための力学的

検討） 

鄧教員 

（株）沖マイクロデザイン 液晶ドライバの位相補償法に関する検討 淡野教員 

（株）沖マイクロデザイン アナログ集積回路の高線形化技術 淡野教員 

宮崎県木材利用技術センター 蒸気加熱式木材乾燥機内の風速分布に関する研究 平野教員 

旭化成ケミカルズ(株) 結晶セルロース（MCC)粒子表面と多糖類間相互作用のミクロシ

ミュレーション解析 

湯井教員 

(株)ブリヂストン 難燃性イオン液体の開発 保田教員 

白上教員 

宮崎県企業局 自然エネルギーから作った電気で水を分解して水素を取り出す

研究 

大坪教員 

 

平成２０年度（８件） 
提案企業 研究内容 担当教員 
(株)ブリヂストン中央研究所 難燃性イオン液体の開発及びその光・電気化学的挙動解析 白上教員 

富士シリシア化学株式会社 コバルトフリー型新規湿度インジケーターの開発 保田教員 

旭化成ケミカルズ（株） 晶性セルロース（ＭＣＣ）粒子表面と多糖間相互作用のミクロ

シミュレーション解析 

湯井教員 

（株）沖マイクロデザイン ＬＳＩ内部に作り込む温度センサー回路 淡野教員 

（株）ひなもり銘木 木材の在庫管理および販売のための効率的なデータベースの構

築 

淡野教員 

三和精密工業株式会社 アルミ鋳造用金型の熱損傷分析と改善策の検討 鄧教員 

（有）新福青果 ミニゴボウ生産用農機の開発 鄧教員 

（株）ホンダロック フレキシブルワーク固定治具の開発 鄧教員 

 

平成２１年度（３件） 
提案企業 研究内容 担当教員 
（株）ブリヂストン中央研究所 難燃性イオン液体の開発 白上教員 

（株）ひなもり銘木 木材の在庫管理および販売のための効率的なＷｅｂデータベー

スの構築 

淡野教員 

田村教員 

企業提案による卒論テーマ 
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（株）ホンダロック生産技術部 ピン・プレート型フレキシブルワーク固定治具の開発 鄧教員 

 

平成２２年度（７件） 
提案企業 研究内容 担当教員 
東京国際技術研究所 平板反射集光型太陽電池の出力特性の評価 迫田教員 

（株）ひなもり銘木 木材の在庫管理および販売のための効率的なＷｅｂデータベー

ス構築・運用 

淡野教員 

田村教員 

社会福祉法人恵佼会ＣＡＤセンター 視覚障害者のためのトイレ室内誘導・補助システムの開発 淡野教員 

田村教員 

(有)鹿嶋福祉器研究所 福祉用具らくらくつりわ金具による故意の事故防止対策研究 淡野教員 

田村教員 

(株)ウィズダム 新たな農薬散布機器の開発：効果の理論的解析と人体への影響

に関する考察 

淡野教員 

(株)ブリジストン中央研究所 発光性イオン液体の開発 白上教員 

(株)ホンダロック生産技術部基幹技

術課 

フレキシブルワーク固定治具の実用化 鄧教員 

  

 

平成２４年度（４件） 
提案企業 研究内容 担当教員 
ＰＶＧＳｏｌｕｔｉｏｎｓ株式会社 両面受光型太陽電池モジュールの屋外出力評価 西岡教員 

瑞穂医科工業株式会社 骨格系部材疲労試験機の設計製作 鄧教員 

多田産業株式会社 剣道防具の打撃緩和性能の向上に関する研究 鄧教員 

（株）ウィズダム サブミクロンミスト発生装置のミスト径コントロールシステム

の構築 

淡野教員 

 

平成２５年度（２件） 
提案企業 研究内容 担当教員 
東九州メディカルバレー構想 コー

ディネータ 

ロコモ症状と年齢との相関に関する研究 鄧教員 

多田産業株式会社 剣道防具の打撃緩和性能の向上に関する研究 鄧教員 

 

 

平成２３年度（４件） 
提案企業 研究内容 担当教員 
社会福祉法人恵佼会ＣＡＤセンター 視覚障害者のためのトイレ室内誘導・補助システムの開発 田村教員 

（株）ウィズダム ナノミスト噴霧装置を用いた農作物への忌避剤噴霧実験 淡野教員 

（株）ひなもり銘木 発光性イオン液体の開発 白上教員 

（株）キヨモトデックイチ自動機部 汎用根菜収穫期の実用化 鄧教員 
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平成２６年度（１件） 
提案企業 研究内容 担当教員 
多田産業株式会社 剣道防具の打撃緩和技術と面の耐久性に関する研究 鄧教員 

 

平成２７年度（１件） 
提案企業 研究内容 担当教員 
（有）よしたにクロージング バンドによる人の状態・・姿勢変化に関する研究について                    

―高齢者、介護者の生活の質改善を目指して― 

田村教員 

 
平成２８年度（２件） 
提案企業 研究内容 担当教員 
社会福祉法人まほろば福祉会 障害の程度に合った入力インターフェイスの検証とその活用方

法 

田村教員 

吉玉精鍍株式会社 情報ＳＧ課 ロコモ測定電動昇降椅子の設計と製作コスト評価 鄧教員 

 
平成３０年度（３件） 
提案企業 研究内容 担当教員 
旭化成㈱ 不織布工場  

技術開発室 
不織布製品の表面品位の定量化 

田村教員 

日南市漁業協同組合 ひき縄釣り用しゃくり機の開発 鄧教員 

宮崎県総合農業試験場 

果樹部 

アシストスーツが落葉果樹栽培の省力化や軽労化に

与える影響について 

田村教員 

 



 

 〒889-2192 宮崎市学園木花台西１―１ 

宮崎大学工学部広報・地域連携委員会 

TEL:0985-58-2871 FAX:0985-58-2876 

E-mail:chiiki-eng@cc.miyazaki-u.ac.jp 

http://www.miyazaki-u.ac.jp/tech/ 




